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OPINION
「事業性融資で企業再生を。ついに地方創生の時が来た」

自由民主党 寺田稔 衆議院議員

「地方創生、それは地域金融機関と地域の対話から始まる」

瓜生・糸賀法律事務所 長野聡 弁護士
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里
帰
り
す
る
と
、
駅
前
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
人

影
は
な
く
、
公
園
で
佇

む
老
人
を
見
か
け
て
も
、
は
し
ゃ

ぐ
子
供
の
声
は
聞
こ
え
な
い
。

こ
の
地
域
の
状
況
を
、
元
総
務

相
の
増
田
寛
也
氏
は
「
地
方
消

滅
」
と
称
し
、
２
０
１
４
年
に
衝

撃
的
な
推
計
を
発
表
し
た
。
全
国

１
７
０
０
余
り
あ
る
市
区
町
村
の

約
半
数
が
２
０
４
０
年
ま
で
に
消

滅
し
か
ね
な
い
と
す
る
『
増
田
レ

ポ
ー
ト
』
で
あ
る
。

し
か
し
、
統
計
は
、
傾
向
こ
そ

現
わ
せ
て
も
、
本
質
ま
で
は
示
せ

な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
企
業
の

損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
か
ら
、

不
適
切
な
人
材
や
商
品
の
欠
陥
、

あ
る
い
は
モ
ラ
ル
の
低
下
を
読
み

取
れ
な
い
の
と
同
じ
だ
。
地
域
の

実
態
を
線
形
の
グ
ラ
フ
で
表
現
し
、

状
況
が
悪
い
と
嘆
く
だ
け
で
よ
い

は
ず
は
な
い
。

喩
え
る
な
ら
、
地
域
は
茜
色
が

空
に
広
が
る
夕
暮
れ
に
あ
る
。
雲

は
斑
に
染
ま
り
な
が
ら
重
々
し
く

不
安
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

路
傍
の
夏
草
は
青
々
と
茂
り
、

百
日
紅
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
赤

い
花
房
を
つ
け
る
。

島
根
半
島
沖
に
浮
か
ぶ
隠
岐

諸
島
の
ひ
と
つ
、
島
根
県
海
士

町
。
か
つ
て
７
０
０
０
人
近
か

っ
た
人
口
が
２
４
０
０
人
を
割

り
、
〝
消
滅
〞
し
か
か
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
、
こ
の
十
数
年
で

７
０
０
人
が
移
住
し
、
再
生
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
。
人
を
呼
び
込

ん
だ
の
は
企
業
だ
。
町
の
協
力

も
あ
っ
て
、
次
々
と
新
し
い
企

業
が
誕
生
し
、
雇
用
が
創
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
い
ま
社
会
で
起
こ
っ

て
い
る
の
は
、
過
去
と
現
代
の

価
値
観
の
混
淆
で
あ
り
、
成
長

型
経
済
の
清
算
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
は
地
域
間
分
業
が
進
み
、

生
産
の
合
理
化
、
商
品
の
画
一

化
に
よ
っ
て
経
済
が
成
長
し
た

が
、
背
景
に
は
物
流
シ
ス
テ
ム

の
発
達
が
確
固
と
し
て
あ
っ
た
。

だ
が
、
『
パ
リ
協
定
』
の
発

足
に
伴
い
、
今
後
は
〝
脱
炭
素

化
〞
が
進
む
。
石
油
の
価
格
が

上
昇
し
、
物
流
費
が
上
が
れ
ば
、

地
産
地
消
に
こ
そ
活
路
が
拓
か
れ

る
。
地
域
内
で
商
品
や
貨
幣
が
循

環
す
る
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
取
っ

て
代
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
変
化
の
う
ね
り
に
古
い
エ

リ
ー
ト
た
ち
は
順
応
で
き
ず
、
新

し
い
価
値
の
体
現
者
が
台
頭
す
る
。

彼
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ

れ
ば
、
地
域
経
済
は
必
ず
や
好
転

す
る
に
違
い
な
い
。

小
誌
『
コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト（C

oala 

net

）』の「
コ（Co

）」に
はCom

pany

（
企
業
）
とC

om
m
unity

（
地

域
共
同
体
）
、
「
ア
ラ
」
に
は
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
（
提
携
）
の
意
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
小
誌
は
、
企
業

と
企
業
、
企
業
と
地
域
、
そ
し
て

地
域
と
地
域
が
連
携
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
寄
与
し
、
地
域

経
済
の
発
展
に
向
け
て
小
さ
な
声

を
上
げ
た
い
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け

の
人
々
の
心
に
届
く
の
か
、
甚
だ

心
許
な
い
が
、
敢
え
て
所
信
を
披

瀝
し
、
読
者
の
一
粲
を
博
そ
う
と

思
う
。
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小
田
川
と
そ
の
支
流
氾

濫
で
水
没
し
た
岡
山

県
倉
敷
市
真
備
町
。

住
宅
も
田
畑
も
茶
色
に
染
ま
り
、

路
肩
や
空
き
地
に
は
廃
棄
さ
れ

た
家
財
道
具
が
山
を
成
し
て
い

た
。川

の
決
壊
は
７
月
７
日
の
未

明
に
起
こ
り
、
町
内
は
た
ち
ま

ち
増
水
。
水
深
は
最
大
で
4.8
ｍ

に
達
し
た
と
い
う
。
７
月
14
日

に
は
す
で
に
水
は
引
い
て
い
た

が
、
強
い
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
、

乾
い
た
泥
が
土
煙
と
な
っ
て
立

ち
込
め
て
い
た
。

そ
ん
な
劣
悪
な
環
境
ゆ
え
、

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ス
ク

と
長
袖
服
を
着
用
し
た
真
備
町

在
住
の
田
村
茂
靖
さ
ん
（
46
）
。

「
早
め
に
避
難
し
た
の
で
、
命

は
無
事
だ
っ
た
。
だ
が
、
築
３

年
目
の
自
宅
は
可
哀
そ
う
な
状

態
。
片
づ
け
て
か
ら
今
後
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
」
と

厳
し
い
表
情
を
浮
か
べ
る
。

京
都
府
福
知
山
市
は
、
由
良

川
支
流
が
氾
濫
し
、
床
上
ま
で

浸
水
し
た
住
宅
は
１
８
７
棟
に

の
ぼ
っ
た
。
農
業
と
自
動
車
整

備
業
を
兼
業
す
る
大
西
正
剛
さ

ん
（
25
）
は
、
倉
庫
が
浸
水
し
、

「
米
の
乾
燥
機
が
水
を
被
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
駄
目
に
な
っ

た
。
中
に
泥
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
も
う
使
え
な
い
」
と

嘆
息
す
る
。

福
知
山
市
は
２
０
１
４
年
８

月
に
も
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

住
宅
全
壊
13
棟
・
床
上
浸
水
２

０
０
０
棟
以
上
の
被
害
を
受
け

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
大
西
さ

ん
は
、
「
14
年
の
災
害
よ
り
前

は
、
洪
水
が
起
こ
る
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
数
年
で

（
災
害
が
）
急
に
増
え
た
よ
う

に
思
う
」
と
い
う
。

広
島
県
安
芸
郡
坂
町
は
、
と

く
に
被
害
が
甚
大
な
地
域
。
16

日
時
点
で
15
人
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
地
元
に
住
む
女

性
は
、
「
６
日
の
夜
、
家
の
前

の
道
路
が
濁
流
に
変
わ
っ
た
。

周
り
が
暗
く
、
と
て
も
外
に
出

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
当
時
の
恐

怖
を
振
り
返
る
。
雨
は
８
日
ま

で
に
峠
を
越
え
た
が
、
15
日
で

も
、
一
部
の
路
上
を
泥
水
が
勢

い
よ
く
流
れ
て
い
た
。

他
方
、
６
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
広
範
囲
に
冠
水
し
た
福
岡

県
飯
塚
市
で
は
、
災
害
の
痕
跡

は
意
外
に
目
立
た
な
か
っ
た
。

た
ば
こ
店
を
営
む
女
性
は
、

「
水
が
引
く
と
、
す
ぐ
に
市
の

ゴ
ミ
収
集
車
が
隊
列
を
つ
く
っ

て
や
っ
て
き
た
。
お
か
げ
で
路

上
が
片
づ
き
、
災
害
が
あ
っ
た

と
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
」
と

話
す
。
と
は
い
え
、
床
上
ま
で

浸
水
し
た
飯
塚
市
役
所
頴
田
支

所
の
周
辺
は
う
っ
す
ら
と
泥
が

被
り
、
街
中
に
は
布
団
や
絨
毯

を
干
す
家
も
見
受
け
ら
れ
た
。

８
月
７
日
時
点
で
、
西
日
本

豪
雨
に
よ
る
死
者
数
は
２
２
０

人
、
全
壊
し
た
住
宅
は
５
４
４

３
棟
、
半
壊
は
６
５
９
７
棟
に

及
ん
だ
。
国
土
交
通
省
に
よ
れ

ば
、
７
日
時
点
で
、
国
道
17
路

線
の
20
ヵ
所
と
、
都
道
府
県
・

政
令
市
道
の
３
０
９
ヵ
所
で
通

行
止
め
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

経
済
損
失
の
規
模
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
農
林
水

産
省
の
８
月
９
日
の
発
表
に
よ

る
と
、
農
作
物
の
被
害
額
は
１

５
４
・
６
億
円
、
農
地
や
農
業

施
設
は
１
３
７
１
・
１
億
円
、

農
林
水
産
業
全
体
で
は
２
６
３

２
・
８
億
円
に
も
な
る
と
い
う
。

企
業
へ
の
影
響
も
相
次
い
だ
。

マ
ツ
ダ
は
７
月
７
日
よ
り
広
島

県
と
山
口
県
の
工
場
の
操
業
を

停
止
。
12
日
に
は
広
島
県
の
工

場
を
昼
勤
限
定
の
操
業
に
、
山

口
県
の
工
場
を
通
常
操
業
に
そ

れ
ぞ
れ
戻
し
た
が
、
全
て
の
工

場
を
通
常
操
業
さ
せ
る
ま
で
に

２
週
間
以
上
か
か
っ
た
。
三
井

金
属
鉱
業
は
、
広
島
県
内
の
工

場
で
冠
水
し
た
ラ
イ
ン
の
操
業

を
停
止
、
復
旧
作
業
に
３
週
間

程
度
の
時
間
を
要
し
た
。

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
は
、
広
島
県
三
原
市

内
に
保
有
す
る
工
場
と
物
流
拠

点
が
浸
水
被
害
で
操
業
を
止
め

て
い
る
。
物
流
拠
点
に
つ
い
て

は
手
作
業
の
み
で
運
用
を
再
開

し
た
が
、
工
場
再
開
は
目
途
が

立
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

被
災
企
業
に
金
融
支
援

被
災
地
の
復
興
支
援
に
政
府

が
乗
り
出
し
た
。

内
閣
府
は
７
月
24
日
、
西
日

本
豪
雨
を
激
甚
災
害
に
指
定
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
種
復
旧
事

業
に
お
け
る
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
や
、
補
助
金
の
交
付
を
実

施
す
る
。
事
業
再
建
を
図
る
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
中
小
企

業
信
用
保
険
の
保
険
限
度
額
の

別
枠
化
や
、
て
ん
補
率
の
引
き

上
げ
、
保
険
料
率
の
引
き
下
げ

と
い
っ
た
特
例
措
置
を
行
う
。

さ
ら
に
11
府
県
の
１
０
７
市

町
村
を
対
象
に
災
害
救
助
法
を

適
用
。
被
災
し
た
地
域
の
中
小

企
業
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

や
商
工
組
合
中
央
金
庫
よ
り
資

金
融
資
を
受
け
ら
れ
る
。
ほ
か

に
も
、
売
上
高
の
減
少
し
た
中

小
企
業
へ
の
融
資
や
、
債
権
者

に
対
す
る
債
務
返
済
条
件
の
緩

和
要
請
と
い
っ
た
支
援
策
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
庁

が
情
報
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

平
成
最
悪
の
豪
雨
災
害
。
復

興
の
道
程
は
平
坦
で
は
な
い
が
、

必
ず
や
道
は
開
け
る
は
ず
だ
。

西日本豪雨、深い爪痕
農林水産被害2600億円

犠牲者が２２０人にのぼった平成最悪の西日本豪雨。
爪痕は深く、日常は戻らないままだが、復興支援の動きが出てきた。

（上）被災地では、災害ゴミの処理も大きな問題、（下）土砂に埋もれた車。川が氾濫し、勢いを
増した水流が大量の土砂を運んだ

農作物の被害額は155億円、農地や農業施設の被害額は1371億円にのぼった
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政
府
は
、
労
働
者
の
長

時
間
労
働
を
是
正
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で

事
実
上
青
天
井
だ
っ
た
労
働
時

間
の
延
長
に
対
し
、
上
限
を
設

け
た
。
残
業
時
間
は
原
則
月
45

時
間
、
年
３
６
０
時
間
以
内
と

定
め
、
繁
忙
期
で
も
、
月
１
０

０
時
間
未
満
、
年
７
２
０
時
間

以
内
と
規
定
。
違
反
し
た
企
業

に
は
罰
則
を
科
す
こ
と
に
し
た
。

大
企
業
は
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
、
中
小
企
業
に
は
20
年
４
月

か
ら
適
用
す
る
。

政
府
は
、
労
働
者
の
長

時
間
労
働
を
是
正
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で

事
実
上
青
天
井
だ
っ
た
労
働
時

間
の
延
長
に
対
し
、
上
限
を
設

け
た
。
残
業
時
間
は
原
則
月
45

時
間
、
年
３
６
０
時
間
以
内
と

定
め
、
繁
忙
期
で
も
、
月
１
０

０
時
間
未
満
、
年
７
２
０
時
間

以
内
と
規
定
し
、
違
反
し
た
企

業
に
は
罰
則
を
科
す
。
大
企
業

は
２
０
１
９
年
４
月
、
中
小
企

業
に
は
20
年
４
月
か
ら
適
用
す

る
。

日
本
銀
行
は
、
２
％
の

物
価
安
定
目
標
を
２

年
程
で
実
現
す
る
と

表
明
し
、
２
０
１
３
年
４
月
か

ら
市
場
に
資
金
を
大
量
に
流
し

込
む
大
規
模
な
金
融
緩
和
を
実

施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
５
年

経
っ
て
も
、
思
う
よ
う
に
物
価

は
上
が
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
〝
副
作
用
〞
が
い
く
つ
か

顕
在
化
し
て
い
た
。

ま
ず
、
金
融
機
関
の
収
益
減

少
で
あ
る
。
５
年
も
続
く
超
低

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
ル

ー
ル
も
法
制
化
し
た
。
勤
続
年

数
や
成
果
、
能
力
な
ど
が
同
じ

場
合
、
基
本
給
や
通
勤
手
当
、

昇
給
、
賞
与
か
ら
休
暇
や
研
修

な
ど
の
待
遇
ま
で
同
額
と
す
る
。

責
任
の
重
さ
の
違
い
な
ど
を
理

由
に
、
正
社
員
と
契
約
社
員
や

パ
ー
ト
社
員
と
の
間
で
就
業
規

則
や
給
与
水
準
が
異
な
る
企
業

が
多
い
が
、
大
企
業
は
20
年
４

月
ま
で
に
、
中
小
企
業
は
21
年

４
月
ま
で
に
そ
れ
ら
を
改
定
し
、

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
ル
ー

金
利
で
、
銀
行
は
貸
出
利
ザ
ヤ

が
稼
げ
な
い
。
と
く
に
地
方
銀

行
の
経
営
は
悪
化
し
、
18
年
３

月
期
は
地
銀
の
半
数
程
度
が
本

業
で
赤
字
に
陥
っ
た
模
様
だ
。

国
債
を
取
引
す
る
債
権
市
場

へ
の
影
響
も
大
き
い
。
金
利
を

抑
え
る
市
場
調
整
の
た
め
、
日

銀
は
大
量
に
国
債
を
購
入
し
て

き
た
が
、
国
債
発
行
額
の
４
割

を
超
え
、
民
間
同
士
の
取
引
が

減
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
株
式
市
場
へ
の

ル
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。脱

時
間
給
制
度
は
、
労
働
時

間
規
制
や
割
増
賃
金
支
払
の
対

象
外
と
す
る
制
度
。
そ
れ
ゆ
え
、

批
判
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の

法
制
化
に
よ
っ
て
、
年
収
１
０

７
５
万
円
以
上
で
一
定
の
専
門

知
識
を
持
つ
労
働
者
に
限
っ
て

導
入
す
る
。
残
業
代
は
支
給
せ

ず
、
成
果
で
賃
金
を
決
め
、
無

駄
な
残
業
を
減
ら
し
、
労
働
生

産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
狙
い

が
あ
る
。
企
業
が
同
制
度
を
利

影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
金
融

緩
和
策
の
一
環
で
、
日
銀
が
Ｅ

Ｔ
Ｆ
（
上
場
投
資
信
託
）
を
買

い
進
め
た
結
果
、
一
部
の
銘
柄

で
日
銀
の
間
接
保
有
比
率
が
高

ま
り
、
株
価
が
振
れ
や
す
く
な

っ
た
と
の
批
判
も
出
て
い
た
。

そ
こ
で
日
銀
は
今
回
、
一
定

の
金
利
上
昇
を
容
認
し
、
事
実

上
の
上
限
を
現
在
の
0.1
％
か
ら

0.2
％
程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
方

針
を
示
し
た
。
超
低
金
利
政
策

に
よ
る
金
融
機
関
の
負
担
を
抑

用
す
る
に
は
、
労
使
間
で
合
意

し
、
対
象
者
の
同
意
も
得
る
必

要
が
あ
る
。

た
だ
、
健
康
維
持
の
観
点
か

ら
、
４
週
間
で
４
日
以
上
、
年

１
０
４
日
以
上
の
休
日
の
確
保

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
企
業
は
、

労
使
で
労
働
時
間
の
上
限
や
２

週
間
連
続
の
休
日
な
ど
を
設
け
、

対
策
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
か
、
対
象
者
が
自
ら
の
意
思

で
同
制
度
か
ら
離
れ
る
こ
と
も

で
き
る
。
適
用
は
19
年
４
月
か

ら
で
、
脱
時
間
給
制
度
を
導
入

え
る
と
と
も
に
、
国
債
市
場
の

活
性
化
を
図
る
。

Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
購
入
は
、
年
６
兆

円
の
購
入
額
を
据
え
置
き
つ
つ
、

日
経
平
均
株
価
に
連
動
す
る
Ｅ

Ｔ
Ｆ
の
購
入
を
減
ら
し
、
東
証

株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
な

ど
に
連
動
す
る
分
を
増
や
す
。

た
だ
、
日
銀
は
物
価
の
２
％

上
昇
目
標
は
改
め
ず
、
『
フ
ォ

ワ
ー
ド
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
将
来
の

指
針
）
』
を
導
入
。
超
低
金
利

を
当
面
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
、

緩
和
姿
勢
の
後
退
と
受
け
止
め

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。

日
銀
は
、
消
費
者
物
価
上
昇

率
見
通
し
を
、
18
年
度
は
1.3
％

か
ら
1.1
％
に
、
19
年
度
は
1.8
％

か
ら
1.5
％
に
、
20
年
度
は
1.8
％

か
ら
1.6
％
に
下
方
修
正
し
て
、

目
標
の
上
昇
率
２
％
の
実
現
を

21
年
度
以
降
に
先
延
ば
し
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
金
融
緩
和
策
の

持
続
性
を
高
め
る
措
置
が
必
要

と
な
り
、
副
作
用
に
対
応
し
た
。

修
正
後
の
政
策
に
つ
い
て
、

黒
田
東
彦
総
裁
は
「
充
分
に
持

続
性
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
が
、

政
策
を
一
部
修
正
し
た
と
は
い

え
、
緩
和
を
続
け
る
だ
け
で
、

目
標
の
物
価
上
昇
率
２
％
を
達

成
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
副
作
用
を
軽
減
で
き
る

か
も
見
通
せ
な
い
。

し
た
企
業
に
は
、
労
働
基
準
監

督
署
が
立
ち
入
り
調
査
す
る
な

ど
、
要
件
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

有
休
消
化
、

５
日
は
義
務

年
次
有
給
休
暇
は
、
労
働
者

が
申
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

企
業
が
取
得
さ
せ
な
い
の
は
違

法
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
労

働
者
の
要
望
が
な
け
れ
ば
、
企

業
側
か
ら
取
得
さ
せ
る
必
要
は

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
法
制
化
で
、

年
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇

が
付
与
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に

対
し
て
、
企
業
は
必
ず
５
日
分

の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
、

労
働
者
が
有
給
休
暇
を
消
化
し

て
こ
な
か
っ
た
企
業
は
、
労
働

者
に
声
を
か
け
、
日
程
を
指
定

し
て
５
日
間
有
給
で
休
ま
せ
る

義
務
が
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、

19
年
４
月
か
ら
規
模
に
か
か
わ

ら
ず
全
て
の
企
業
に
適
用
さ
れ

る
。ま

た
、
月
の
残
業
時
間
が
60

時
間
を
超
え
た
場
合
の
割
増
賃

金
の
割
増
率
を
50
％
以
上
と
す

る
ル
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
大
企

業
だ
け
に
課
さ
れ
て
い
た
が
、

23
年
４
月
よ
り
中
小
企
業
に
も

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
は
、
10

回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
『
働

き
方
改
革
実
現
会
議
』
の
実
行

計
画
に
沿
っ
て
策
定
さ
れ
た
。

労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
、

雇
用
対
策
法
な
ど
、
８
つ
の
法

律
が
改
正
さ
れ
る
。
厚
生
労
働

省
は
、
改
革
を
通
じ
て
労
働
生

産
性
を
高
め
る
狙
い
だ
。

今
回
の
法
改
正
は
、
企
業
の

労
務
管
理
に
影
響
が
あ
る
。
施

行
日
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
、

余
裕
を
持
っ
て
対
応
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

働き方法成立で
残業に上限

原則月45h 違反に罰則
働き方改革関連法が６月下旬に成立し、２０１９年４月以降、
施行される。改定事項は、残業時間の上限規制や
正社員と非正規の待遇差の解消など複数ある。
違反すれば罰則が課されるため、注意が必要だ。

大規模な金融緩和は当面続きそうだ

6月29日、賛成多数で働き方改革関連法が成立

日銀、政策修正も
緩和姿勢を堅持
金利上昇0.2％程度容認

日銀は７月末、金融政策決定会合で金融緩和策を修正した。
一定の金利上昇を容認するなど、

地銀の収益悪化に配慮しつつも、緩和姿勢を堅持する方針だ。

提供：日刊現代/アフロ
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石
炭
や
石
油
、
天
然
ガ
ス

は
、
人
類
に
と
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
あ
り

続
け
た
が
、
そ
れ
ら
と
決
別
す
る

時
が
来
た
。
産
業
革
命
後
、
地
球

の
気
温
が
上
昇
し
、
原
因
は
化
石

燃
料
の
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２ 

の
排

出
に
あ
る
と
判
断
。
我
々
は
い
ま

〝
脱
炭
素
化
〞
へ
の
道
を
歩
む
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。

２
０
１
５
年
12
月
、
そ
れ
は
世

界
の
潮
流
と
な
る
。
『
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21

（
第
21
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

約
国
会
議
）』で
、
世
界
の
全
１
９

６
ヵ
国
が
今
世
紀
後
半
に
Ｃ
Ｏ
２ 

の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
『
パ

リ
協
定
』
を
採
択
。
地
球
の
温
度

上
昇
を
産
業
革
命
直
前
か
ら
２
度

未
満
に
抑
え
る
国
際
的
合
意
が
形

成
さ
れ
た
。

17
年
に
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が

パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し

た
が
、
米
企
業
は
気
候
変
動
に
よ

る
事
業
リ
ス
ク
を
念
頭
に
脱
炭
素

化
を
推
進
。
ア
ッ
プ
ル
や
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
、
ウ

ォ
ル
マ
ー
ト
か
ら
ウ
ォ
ー
ル
街
の

大
手
金
融
機
関
ま
で
、
こ
ぞ
っ
て

『
Ｒ
Ｅ
１
０
０
』
に
加
盟
し
た
。

と
く
に
ア
ッ
プ
ル
は
、
43
ヵ
国
の

全
事
業
所
の
事
業
用
電
力
を
１
０

０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切

り
替
え
、
日
本
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
も
対
策
を
求
め
る
。

も
は
や
日
本
の
企
業
も
脱
炭
素

化
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
で

は
、
脱
炭
素
化
を
企
業
経
営
に
ど

う
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
か
、
徹

底
考
察
す
る
。

事業運営に必要な電力を100％
再生可能エネルギーで賄う目標
を掲げる国際イニシアティブ。現
在までに140社が加盟（2018年
8月15日現在）。2014年の発足
後、アップルやイケヤ、BMW、コ
カ・コーラ、マイクロソフト、ネスレ、
ナイキ、ウォルマートなど世界に
名だたる企業が参加するなか、
日本企業の名前は長らく見当た
らなかった。日本企業としては、
2017年4月に初めてリコーが加
盟し、現在10社まで増えた。

RE100に加盟している
日本企業
●リコー

●積水ハウス

●アスクル

●大和ハウス工業

●ワタミ

●イオン

●城南信用金庫

●丸井グループ

●エンビプロ・ホールディングス

●富士通

進
む〝
脱
炭
素
化
〟

世
界
の
潮
流
に

乗
り
遅
れ
る
な
！

脱炭素化を
推進する

国際的な発議
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今
夏
の
西
日
本
豪
雨
は

異
常
だ
っ
た
。
実
に

１
３
８
の
雨
量
観
測

所
で
72
時
間
降
水
量
が
史
上
最

高
を
更
新
し
、
岡
山
、
広
島
、

愛
媛
を
中
心
に
土
砂
災
害
や
浸

水
被
害
が
多
発
。
西
日
本
は
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
、
７
月
末
時
点
で

死
者
数
は
２
２
５
人
、
総
住
宅

被
害
は
４
万
５
８
２
４
棟
に
及

ん
だ
。

そ
の
傷
が
癒
え
ぬ
ま
ま
に
記

録
的
な
猛
暑
が
続
く
。
７
月
23

日
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
国
内
最

高
気
温
の
41
・
１
度
を
記
録
す

る
と
、
８
月
６
日
は
岐
阜
県
下

呂
市
で
歴
代
２
位
タ
イ
の
41
・

０
度
を
観
測
、
１
１
３
地
点
で

史
上
最
高
気
温
を
塗
り
替
え
た
。

熱
中
症
患
者
が
続
出
し
、
７
月

末
時
点
で
搬
送
さ
れ
た
人
は
４

２
０
１
人
。
前
記
録
の
２
倍
を

超
え
る
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

異
例
の
猛
暑
は
日
本
だ
け
で

は
な
い
。
米
国
で
は
７
月
８
日
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
デ
ス
バ
レ

ー
国
立
公
園
で
最
高
気
温
52
度

を
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
で
も

48
・
９
度
を
記
録
。
欧
州
に
は

熱
波
が
襲
来
し
、
８
月
４
日
に

ス
ペ
イ
ン
南
西
部
で
46
・
６
度
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
中
部
で
は
46
・
８

度
ま
で
気
温
が
上
昇
し
た
。

こ
れ
ら
の
異
常
気
象
が
Ｃ
Ｏ
２

の
増
加
に
よ
る
影
響
と
は
直
ち

に
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、

全
く
関
係
し
て
い
な
い
と
も
言

い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
２ 

な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
に
は
、
地
表
か
ら
逃
げ
る
熱

を
上
空
で
蓄
え
、
地
表
に
戻
す

働
き
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｃ

Ｏ
２ 

濃
度
が
高
ま
る
と
、
地
表

の
温
度
は
上
が
り
、
空
気
は
暖

め
ら
れ
、
上
昇
気
流
が
生
じ
る
。

海
水
の
温
度
上
昇
で
水
の
蒸
発

量
が
増
え
れ
ば
、
空
気
中
の
水

蒸
気
が
多
く
な
り
、
雨
は
割
増

し
で
降
り
や
す
く
な
る
。

夏
場
の
記
録
的
な
猛
暑
も
、

Ｃ
Ｏ
２ 

の
増
加
に
よ
っ
て
、
地

球
の
平
均
気
温
が
１
度
上
昇
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
球
温

暖
化
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性

は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
赤
道
付
近
で
発

生
し
た
台
風
が
、
地
表
の
温
度

が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
勢

い
を
増
し
、
赤
道
付
近
の
熱
を

多
く
温
帯
へ
運
ぶ
と
、
大
型
台

風
が
陸
地
を
襲
う
頻
度
は
増
す
。

砂
漠
や
乾
燥
地
で
地
表
の
温
度

が
上
が
れ
ば
、
水
分
の
蒸
発
が

進
み
、
砂
漠
が
広
が
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
球
温
暖
化
と
異

常
気
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
研
究
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国
連

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
）
は
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
と
し
て
、
地
球
の
平
均
気
温

が
１
度
上
が
れ
ば
、
大
雨
、
洪

水
、
熱
波
の
リ
ス
ク
が
増
す
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

国
立
環
境
研
究
所
な
ど
が
ま

と
め
た
温
暖
化
影
響
総
合
予
測

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
『
地
球

温
暖
化
・
日
本
へ
の
影
響
』
で

は
、
20
年
間
で
地
球
温
暖
化
が

１
度
進
行
し
た
場
合
、
日
本
で

は
２
０
３
０
年
に
豪
雨
に
よ
る

洪
水
の
被
害
額
が
年
間
１
兆
円

に
達
す
る
と
指
摘
。
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
リ
ス
ク
が
増
え
、
大

気
汚
染
や
感
染
症
が
広
が
る
リ

ス
ク
ま
で
あ
る
と
い
う
。

紆
余
曲
折
の
25
年

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
が
人

為
的
な
Ｃ
Ｏ
２ 

の
排
出
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
に

不
確
実
な
要
素
も
あ
る
。
た
と

え
ば
、
地
球
の
大
気
や
海
洋
の

変
化
は
、
物
理
の
法
則
と
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る

が
、
大
気
や
海
洋
の
状
態
に
は
、

気
温
や
風
速
、
海
水
温
、
土
壌

水
分
な
ど
が
関
係
し
、
予
測
に

用
い
る
方
程
式
に
は
曖
昧
な
部

分
が
あ
る
の
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
地
球
温
暖
化

を
懐
疑
的
に
見
る
者
も
少
な
か

ら
ず
い
る
。
17
年
に
『
パ
リ
協

定
』
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
も
そ
の
１

人
で
あ
る
が
、
実
は
地
球
温
暖

化
論
争
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

巻
き
起
こ
り
、
そ
の
た
め
に
、

Ｗ
Ｍ
Ｏ（
世
界
気
象
機
関
）と
国

連
環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）が
88

年
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
を
設
立
し
た
。

す
な
わ
ち
、
最
先
端
の
科
学
の

知
見
を
世
界
か
ら
集
め
て
、
地

球
温
暖
化
が
人
為
的
な
Ｃ
Ｏ
２ 

の
排
出
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
、

徹
底
的
に
吟
味
し
た
わ
け
だ
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
90
年
か
ら
14
年

ま
で
に
評
価
報
告
書
を
５
回
発

表
し
、
５
回
目
の
評
価
報
告
書

で
、
人
為
的
な
Ｃ
Ｏ
２ 

の
排
出

増
加
が
95
％
の
確
率
で
地
球
温

暖
化
に
影
響
し
て
い
る
と
判
断

し
た
。
背
景
と
し
て
、
前
述
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
良
が

進
ん
だ
こ
と
も
大
き
い
。
極
端

な
寒
冷
化
や
温
暖
化
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
工

夫
し
、
あ
る
程
度
現
実
的
に
気

候
の
変
化
を
再
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま

で
の
約
１
３
０
年
で
地
球
の
平

いまや世界の潮流として進む〝脱炭素化〟であるが、
背景には、地球温暖化論争から『パリ協定』まで紆余曲折があった。

脱炭素化の意義を考えてみる。

なぜ〝脱炭素化〟なのか

西日本豪雨で道路が冠水し、ゴムボートで救助に向かう（左上）、豪雨で地盤が緩み、道路が陥没（右上）、8月3日は異例の猛暑で名古屋市では41.3度を観測（左下）、米
カリフォルニア州デスバレー国立公園では7月8日に最高気温52度を記録。写真の温度計では華氏130度（摂氏54.4度）を表示（右下）
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［燃料別に見る世界のCO2排出量の推移］
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出所：オークリッジ国立研究所
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世界の潮流に乗り遅れるな！
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ち
込
み
、
魚
の
漁
獲
量
も
変
化

し
て
、
食
糧
の
安
全
保
障
に
多

大
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
事

態
を
招
く
。

で
は
、
我
々
は
こ
の
現
実
と

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
。
こ
の

ま
ま
４
度
以
上
の
気
温
上
昇
を

容
認
す
る
か
、努
力
し
て
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
制
限
し
、
２
度
未

満
の
上
昇
に
抑
え
る
か
。

90
年
以
降
、
世
界
各
国
の
意

見
は
ま
と
ま
ら
ず
、
議
論
は
混

迷
を
深
め
た
が
、
10
年
の
国
連

会
議
で
よ
う
や
く
産
業
革
命
前

に
比
べ
て
気
温
上
昇
を
２
度
未

満
に
抑
え
よ
う
と
い
う
方
向
性

が
固
ま
っ
た
。
そ
し
て
15
年
12

月
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
第
21
回
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）

が
開
催
。
法
的
拘
束
力
の
あ
る

パ
リ
協
定
を
発
足
し
、
世
界
１

９
６
ヵ
国
が
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
の

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
地
球
温

暖
化
を
２
℃
度
未
満
に
抑
え
る

合
意
形
成
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
は
激
変

こ
の
パ
リ
協
定
の
発
足
を
機

に
〝
脱
炭
素
化
〞
と
い
う
新
た

な
ル
ー
ル
が
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
を
変
え
た
。
と
り
わ
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
、Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積

極
導
入
で
あ
る
。
と
く
に
再
エ

ネ
の
価
格
は
劇
的
に
低
下
し
、

ま
も
な
く
石
炭
火
力
発
電
よ
り

安
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
と

い
う
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
生

ま
れ
て
い
る
だ
け
に
有
効
だ
。

た
だ
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
が
再
エ
ネ
の
導
入
に
躍
起

に
な
る
理
由
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

に
あ
る
。
こ
れ
は
、
環
境
、
社

会
、
企
業
統
治
に
配
慮
し
て
い

る
企
業
へ
の
投
資
で
あ
り
、
い

ま
や
そ
の
運
用
額
は
世
界
で
２

５
０
０
兆
円
を
超
え
た
と
の
試

均
気
温
は
０
・
85
度
上
昇
し
、

今
後
１
０
０
年
間
で
平
均
気
温

は
さ
ら
に
上
が
る
と
予
測
。
た

だ
し
、今
後
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
に
応
じ
て
４
つ
の
シ
ナ
リ

オ
が
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
あ

れ
ば
４
度
程
度
の
上
昇
は
避
け

ら
れ
な
い
と
発
表
し
た
。

仮
に
地
球
の
平
均
気
温
が
４

度
上
昇
す
る
と
、
今
夏
の
大
豪

雨
や
記
録
的
な
猛
暑
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
。
生
態
系
シ
ス
テ
ム

は
壊
れ
、
生
物
多
様
性
が
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
損
失
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
穀
物
の
生
産
量
は
落

算
も
あ
る
ほ
ど
、
急
拡
大
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
投
資
家
の
間

で
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
配
慮

し
て
い
る
企
業
こ
そ
持
続
的
成

長
が
見
込
め
る
と
い
う
評
価
基

準
が
浸
透
し
、
選
択
的
に
投
資

す
る
動
き
が
出
て
き
た
わ
け
だ
。

そ
れ
ゆ
え
、
企
業
は
『
Ｒ
Ｅ

１
０
０
』
に
加
盟
す
る
。
こ
れ

は
事
業
運
営
に
必
要
な
電
力
を

全
て
再
エ
ネ
で
賄
う
こ
と
を
目

指
す
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
だ
。

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
14
年
に
発

足
し
た
後
、
ア
ッ
プ
ル
や
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
、
グ
ー
グ
ル
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
米
Ｉ

Ｔ
企
業
か
ら
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
Ｇ
Ｍ
、

Ｈ
Ｐ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
Ｐ
＆
Ｇ
、
ナ

イ
キ
、
バ
ー
バ
リ
ー
の
ほ
か
、

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
や

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
な
ど

の
大
手
金
融
機
関
ま
で
、
錚
々

た
る
企
業
が
名
を
連
ね
、
18
年

１
月
末
で
加
盟
企
業
数
は
１
２

２
社
に
達
し
て
い
る
。

加
盟
の
条
件
と
し
て
、
使
用

電
力
を
再
エ
ネ
１
０
０
％
に
す

る
た
め
の
再
エ
ネ
電
力
の
調
達

計
画
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
ク
リ
ア
す
れ
ば
Ｒ
Ｅ

１
０
０
に
加
盟
で
き
、
何
よ
り

も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
呼
び
込
め
る
。

つ
ま
り
、
世
界
の
企
業
が
株
式

市
場
で
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、

脱
炭
素
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

Ｒ
Ｅ
１
０
０
に
は
、
当
初
日

本
企
業
の
名
が
な
か
っ
た
が
、

8
月
15
日
現
在
は
リ
コ
ー
や
ア

ス
ク
ル
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
イ
オ

ン
な
ど
10
社
が
加
盟
し
て
い
る
。

と
く
に
18
年
６
月
に
は
、
環
境

省
が
公
的
機
関
と
し
て
世
界
で

初
め
て
参
画
を
申
請
。
環
境
省

は
20
年
度
ま
で
に
、
Ｒ
Ｅ
１
０

０
参
画
企
業
を
50
社
に
、
気
温

上
昇
を
２
度
未
満
に
抑
え
る

『
２
度
目
標
』
に
沿
っ
た
目
標

を
設
定
す
る
『
Ｓ
Ｂ
Ｔ
（
科
学

と
整
合
し
た
目
標
設
定
）
』
認

定
企
業
を
１
０
０
社
に
、
そ
れ

ぞ
れ
増
や
す
た
め
、
18
年
度
か

ら
本
格
支
援
を
始
め
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
現
在
、
脱
炭
素

化
を
進
め
て
い
る
の
は
、
も
っ

ぱ
ら
大
企
業
が
中
心
で
、
日
本

の
中
小
企
業
は
そ
れ
ほ
ど
積
極

的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
経
済

界
に
脱
炭
素
化
と
い
う
新
た
な

ル
ー
ル
が
持
ち
込
ま
れ
た
い
ま
、

そ
の
圏
外
に
身
を
置
く
の
は
、

賢
明
な
判
断
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
。
株
式
市
場
と
は
無
縁
で

あ
っ
て
も
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

の
導
入
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
は
確
実
に
削
減
で
き
る
。

し
か
も
、
脱
炭
素
化
を
負
担
な

く
進
め
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
享

受
す
る
方
法
ま
で
あ
る
。

次
頁
で
は
、
地
方
自
治
体
や

地
域
の
企
業
が
再
エ
ネ
・
省
エ

ネ
を
導
入
し
た
事
例
を
複
数
挙

げ
、
地
域
の
企
業
が
無
理
な
く

脱
炭
素
化
を
進
め
て
い
け
る
新

し
い
手
法
を
紹
介
す
る
。

20 18年7月6日、脱炭素化の実現を目指
すネットワーク、『気候変動イニシアテ
ィブ（JCI）』が設立された。気候変動

対策で世界の潮流に乗り遅れている日本を憂い
て、民間団体が立ち上がった。

JCIは、国連環境計画・金融イニシアティブ特
別顧問である末吉竹二郎氏を代表呼びかけ人と
して、「脱炭素化をめざす世界の最前線に日本か
ら参加する」という設立宣言に賛同する企業や
自治体、NGOなどで構成される。事務局はCDP
ジャパン、世界自然保護基金ジャパン（WWFジ
ャパン）、自然エネルギー財団、協力団体は日本

気候リーダーズ・パートナーシップ、フロンティア・
ネットワーク、エネルギーから経済を考える経営
者ネットワーク会議、イクレイ日本である。

近年、気候変動対策は、国家以外の多様な主
体である〝ノンステートアクター〟の存在感が高ま
っている。トランプ米大統領のパリ協定離脱表明
を受けて立ち上がった『ウィー・アー・スティル・イ
ン』もそのひとつだ。

事務局のWWFジャパン気候変動・エネルギー
グループ長の山岸尚之氏は、「宣言文にあるよう
に脱炭素化を目指す世界の最前線に立つべく、
様々な活動を展開していく」と説明
する。

設立時の参加団体は105を数え
る。パナソニックや日立製作所、NTT
ドコモから、『RE100』に加盟するイ
オンやリコー、大和ハウス工業、積

水ハウス、ワタミファーム＆エナジーなど大手企業
のほか、京都市や横浜市などの自治体や日本生
活協同組合連合会などの団体も名を連ねた。

呼びかけ人の末吉氏は、「第１陣として100を
超えるノンステートアクターに参加いただいた。パ
リ協定の実現に向け、協調する素地が日本でこ
れほどあったのかと改めて意を強くした。ただ、日
本全体ではまだまだ。地球温暖化との戦いは国
を挙げた総力戦。この発表を機に多くのノンステ
ートアクターの方々がJCIへ参加されることを願
う」と話した。

気候変動イニシアティブ設立  105団体が参加

民主導で
脱炭素化へ

100を超える団体が参加した

日本語に訳すと、「科学と整合した目標設定」。日本では
「企業版2℃目標」とも呼ばれる。産業革命前からの平
均気温の上昇を2℃未満に抑える目標（2℃目標）に整
合した意欲的な目標を設定する企業を認定する国際イ
ニシアティブ。現在までに世界430社がSBTを策定する
と表明し、116社が実際に策定、認定を受けている。そ
のうち日本企業は61社が策定を表明、21社が認定されている（7月16日現在）。環境省も
SBTの策定を積極的に支援している。

［Science Based Targets（SBT）］

［SBTに参加している日本企業一覧（青字が認定企業）］
イオン、味の素、アサヒグループホールディングス、アシックス、アステラス製薬、ベネッセコーポレーショ
ン、ブラザー工業、大日本印刷、第一三共、ダイキン工業、大東建託、大和ハウス工業、電通、エーザイ、
不二製油グループ本社、富士フイルムホールディングス、富士通、日立建機、日立製作所、ホンダ（本田
技研工業）、花王、川崎汽船、KDDI、キリンホールディングス、コマツ（小松製作所）、コニカミノルタ、
LIXILグループ、丸井グループ、三菱電機、MS&ADホールディングス、ナブテスコ、NEC（日本電気）、
日本郵船、日産自動車、野村総合研究所、NTTドコモ、大塚製薬、パナソニック、リコー、セイコーエプソ
ン、積水化学工業、積水ハウス、清水建設、SOMPOホールディングス、ソニー、住友化学、住友林業、
サントリー食品インターナショナル、サントリーホールディングス、大成建設、武田薬品工業、戸田建
設、東京海上ホールディングス、トヨタ自動車、UK-NSI（日本精機）、ユニ・チャーム、ヤマハ、ヤマハ発動
機、YKK AP、横浜ゴム、日本ゼオン

COP21を機に、世界196ヵ国はCO2排出ゼロに向け、脱炭素化に舵を切る

提供：State Department via Best Image/アフロ

進む〝脱炭素化〟
世界の潮流に乗り遅れるな！

［2100年に向けた地球の平均気温上昇の予測］
現在の温室効果ガス排出量が続けば
RCP8.5シナリオとなる

0
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2

3

4

5

6
（℃）

温
度
上
昇

2000年 2020年 2040年 2060年 2080年 2100年
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

RCP2.6
RCP4.5
RCP6.0
RCP8.5

2100年の平均気温上昇を2℃以下に抑える、
温室効果ガス排出量の最も少ないシナリオ

2100年の平均気温上昇が4℃前後となる、
温室効果ガス排出量の最も多いシナリオ

出典：IPCC AR5
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太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
普
及
す
る
な
か
、

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
電
力
小

売
り
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、
再

エ
ネ
電
力
を
販
売
す
る
新
電
力

会
社
が
登
場
し
た
。
〝
脱
炭
素

化
〞
へ
の
第
一
歩
は
、
電
力
の

購
入
先
を
大
手
電
力
会
社
か
ら

新
電
力
会
社
に
切
り
替
え
、
再

エ
ネ
電
力
を
優
先
的
に
使
用
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。
実
は
、
電
気

代
を
削
減
で
き
る
な
ど
、
利
点

が
い
く
つ
も
あ
る
。

鳥
取
県
と
の
県
境
に
位
置
す

る
岡
山
県
鏡
野
町
は
い
ま
、
町

内
施
設
の
電
力
を
、
再
エ
ネ
電

力
を
扱
う
新
電
力
会
社
か
ら
調

達
し
て
い
る
。
町
村
合
併
か
ら

13
年
目
を
迎
え
、
低
迷
し
て
い

た
財
政
は
改
善
し
た
も
の
の
、

旧
４
町
村
が
各
々
保
有
す
る
施

設
の
維
持
管
理
費
が
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
増
加
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
ト
マ
ト
銀
行
か
ら

の
提
案
を
機
に
、
電
力
契
約
を

見
直
し
、
17
年
か
ら
電
力
の
購

入
先
を
新
電
力
会
社
の
ウ
エ
ス

ト
電
力
に
切
り
替
え
た
。

山
崎
親
男
町
長
は
、
「
電
気

代
の
削
減
効
果
は
年
間
で
約
26

％
。
月
々
の
支
払
額
か
ら
見
て

も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い

る
」
と
し
、
「
Ｃ
Ｏ
２ 

を
排
出

し
な
い
再
エ
ネ
電
力
を
使
う
こ

と
で
、
年
間
９
２
４
ｔ
も
の
Ｃ

Ｏ
２ 

の
削
減
効
果
が
あ
る
。
こ

れ
は
6.6
万
本
の
杉
の
木
が
１
年

間
に
吸
収
す
る
量
だ
。
地
球
温

暖
化
の
抑
制
に
貢
献
で
き
て
い

る
こ
と
も
非
常
に
嬉
し
い
」
と

表
情
が
明
る
い
。

初
期
費
用
は
ゼ
ロ

省
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る
脱

炭
素
化
へ
の
試
み
も
増
え
て
き

た
。
多
い
の
は
、
省
エ
ネ
性
能

の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
利
用
だ
。

た
と
え
ば
、
滋
賀
県
の
社
会

医
療
法
人
誠
光
会
・
草
津
総
合

病
院
。
使
用
頻
度
の
低
い
一
部

の
エ
リ
ア
を
除
き
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
換

え
た
。
以
前
は
電
気
代
を
削
減

す
る
た
め
、
蛍
光
灯
を
１
本
置

き
に
間
引
き
し
て
い
た
が
、
院

内
は
暗
く
、
同
院
の
柏
木
厚
典

会
長
は
「
人
の
気
持
ち
ま
で
暗

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
懸
念
。

そ
こ
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り

替
え
を
検
討
し
た
わ
け
だ
。

た
だ
、
施
設
全
館
へ
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
導
入
は
、
大
掛
か
り

な
投
資
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
換
え
れ
ば
、
電
気

代
を
削
減
で
き
、
長
期
的
に
は

投
資
を
回
収
で
き
る
が
、
設
備

導
入
費
の
捻
出
は
容
易
で
は
な

い
。そ

ん
な
柏
木
会
長
の
悩
み
を

払
拭
し
た
の
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
無
償
設
置
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
。

柏
木
会
長
は
、
半
ば
興
奮
気
味

に
当
時
の
状
況
を
語
る
。

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
全
面
導
入
し
た

の
に
初
期
費
用
が
一
切
か
か
ら

な
か
っ
た
。
関
西
ア
ー
バ
ン
銀

行
さ
ん
を
通
じ
て
提
案
に
来
ら

れ
た
営
業
の
方
が
、『
お
金
は
い

り
ま
せ
ん
』
と
い
う
の
で
、
驚

き
を
通
り
越
し
て
感
動
し
た
」
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
無
償
で
設
置

し
た
の
は
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

設
備
大
手
の
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
同

社
は
、
客
先
の
照
明
や
空
調
設

備
を
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
設
備

に
取
り
換
え
て
客
先
の
電
力
消

費
量
を
削
減
し
、
従
前
の
電
気

代
と
の
差
額
で
設
備
費
を
回
収

す
る
。
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
、

省
エ
ネ
設
備
と
と
も
に
安
価
な

電
力
も
販
売
し
、
電
力
消
費
量

に
加
え
、
電
力
単
価
ま
で
削
減

す
る
『
エ
ス
コ
＋
電
力
』
も
商

品
化
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
設
備
の
初
期
導
入
費

か
ら
維
持
管
理
費
ま
で
す
べ
て

ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
が
負
担
す
る
た
め
、

顧
客
は
、
初
期
費
用
ゼ
ロ
で
新

し
い
設
備
を
使
用
で
き
る
。
ウ

エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
は
顧
客
か
ら
電
気
代
の

削
減
分
を
サ
ー
ビ
ス
料
と
し
て

徴
収
し
て
設
備
を
償
却
、
償
却

後
は
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
設

備
を
無
償
で
譲
渡
す
る
。

本
命
は
太
陽
光
！？

電
力
契
約
の
切
り
替
え
や
省

エ
ネ
設
備
の
次
は
、
い
よ
い
よ

地方自治体や地域企業が、電力の購入先を切り替え、再エネ・省エネ設備を導入し始めた。
注目は、初期負担のない〝無償設置〟の活用だ。地域が取り組む〝脱炭素化〟の事例を紹介する。

再エネ・省エネのすすめ
いま熱い！〝無償設置〟活用術

電力量料金

基本料金

電気代

太陽光パネルの電気で
さらに料金を削減

電力量料金

基本料金

電気代

電気使用量を削減

［〝脱炭素化〟に向けた施設改善の取り組み例］

再エネ電力を使用1

LED照明などの省エネ設備を導入2

新電力会社から
再エネ電力を購入

省エネ性能の高い
設備を導入

太陽光パネルで創った
電気を施設内で利用

大手電力会社から
電力を購入

太陽光発電設備を設置3

Step

Step

Step

新電力会社から
再エネ電力を購入

導入前

電力量料金

基本料金

電気代

電力量料金

基本料金

基本料金を削減

電気代

新電力会社から
再エネ電力を購入

滋賀県の草津総合病院。無償設置サービスを利用して、院内の照明をLEDに切り替えた

岡山県鏡野町では保有する施設の電力契約を見直し、再エネ電力を提供する新電力会社に購入先を変更した。左から鏡野病院、PESTALOZZI PLAZA、鏡野町役場

岡山県鏡野町の山崎親男町長

草津総合病院の柏木厚典会長

進む〝脱炭素化〟
世界の潮流に乗り遅れるな！

1415 2018  Summer2018  Summer



太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
だ
。

太
陽
光
発
電
は
電
力
を
生
み
出

す
発
電
設
備
。
電
気
代
の
削
減

や
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
時
の
非
常
用
電
源
と

し
て
も
役
立
つ
。

省
エ
ネ
機
器
に
加
え
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
の
は
、
福
島
県
耶
麻
郡

の
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
倶
楽
部
。
同
郡
内

の
５
ヵ
所
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
長

野
県
上
伊
那
郡
の
宮
田
観
光
ホ

テ
ル
、
さ
ら
に
観
光
バ
ス
ま
で

運
営
し
、
業
績
は
堅
調
だ
。
同

社
の
山
口
壽
一
取
締
役
は
「
消

費
財
の
原
価
率
は
25
％
が
平
均

だ
が
、
当
社
は
18
％
」
と
語
り
、

堅
実
な
経
営
で
６
期
連
続
黒
字

を
達
成
し
た
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
公
共
料
金
が
悩

み
の
種
で
、
電
気
代
や
灯
油
代

な
ど
の
光
熱
費
が
重
荷
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
同
社
は
、
電

力
の
購
入
先
を
ウ
エ
ス
ト
電
力

に
切
り
替
え
、
年
間
の
電
気
代

を
２
割
近
く
削
減
し
た
。
「
こ

れ
ま
で
月
80
万
円
を
下
回
る
こ

と
の
な
か
っ
た
電
気
代
が
、
月

60
万
円
台
ま
で
下
が
り
、
夏
場

も
70
万
円
台
で
収
ま
っ
た
。
宿

泊
施
設
は
電
気
の
使
用
量
に
波

が
あ
る
か
ら
メ
リ
ッ
ト
は
と
て

も
大
き
い
」
（
山
口
取
締
役
）
。

さ
ら
に
同
社
は
、
取
引
銀
行

で
あ
る
大
東
銀
行
を
介
し
て
全

施
設
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

刷
新
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
は
省
エ

ネ
性
能
の
高
い
空
調
設
備
を
導

入
し
た
ほ
か
、
宮
田
観
光
ホ
テ

ル
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
山
口
取
締
役

は
、
「
宮
田
観
光
ホ
テ
ル
の
あ

る
駒
ヶ
根
は
長
野
県
な
が
ら
冬

の
晴
天
率
が
８
割
。
ホ
テ
ル
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
平

屋
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
載
せ
や

す
か
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

そ
の
太
陽
光
発
電
設
備
。
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
）
を
活

用
し
て
発
電
し
た
電
力
を
売
電

す
る
事
業
用
設
備
と
し
て
も
使

用
で
き
る
が
、
最
近
は
発
電
し

た
電
力
を
自
家
消
費
す
る
利
用

法
が
増
え
て
き
た
。
背
景
に
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
劇
的
な
価

格
低
減
が
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
始
ま
っ
た
12
年
頃

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
費

は
１
ｋＷ
あ
た
り
35
万
円
以
上
し

た
が
、
い
ま
は
20
万
円
以
下
。

仮
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
ｋＷ 

20

万
円
で
設
置
し
、
年
間
の
稼
働

時
間
を
１
０
０
０
時
間
、
設
備

の
耐
用
年
数
を
20
年
と
す
る
と
、

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た

電
力
の
ｋＷｈ
単
価
は
10
円
台
前
半

に
な
る
。
産
業
用
の
電
気
料
金

単
価
は
15
〜
17
円
だ
か
ら
、
電

力
会
社
か
ら
購
入
す
る
電
力
よ

り
安
く
、
そ
の
差
額
で
設
備
費

を
10
年
以
内
に
回
収
で
き
る
。

太
陽
光
も

無
償
で
設
置

確
か
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

の
価
格
は
劇
的
に
低
減
し
た
が
、

そ
れ
で
も
初
期
投
資
額
は
、
数

十
ｋＷ
規
模
の
設
備
で
数
百
万
円

以
上
、
高
圧
設
備
に
な
れ
ば
１

０
０
０
万
円
を
優
に
超
え
る
。

設
備
の
投
資
回
収
期
間
が
10
年

を
切
る
水
準
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
他
の
省
エ
ネ
設
備
と
比
べ

れ
ば
ま
だ
ま
だ
高
額
だ
。

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、

自
家
消
費
用
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
無
償
で
設
置
す
る
企
業
が

出
て
き
た
。
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
を
は
じ
め
、
丸
紅

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

の
ほ
か
、
大
手
太
陽
電
池
メ
ー

カ
ー
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
で

あ
る
。

仕
組
み
は
こ
う
だ
。
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
事
業
所
や
施
設
の
屋
根

な
ど
に
設
置
し
、
発
電
し
た
電

力
を
自
家
消
費
で
き
る
が
、
設

備
の
所
有
者
は
他
社
。
そ
れ
ゆ

え
、
利
用
者
は
初
期
投
資
が
不

要
で
、
毎
月
自
家
消
費
し
た
電

力
量
を
電
気
代
と
し
て
支
払
え

ば
よ
い
。
契
約
期
間
は
10
年
以

上
の
長
期
に
わ
た
る
が
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
資
産
と
し
て
計

上
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
設

備
の
保
守
や
管
理
の
手
間
も
な

い
。そ

し
て
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
自
家

消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電

気
代
が
安
く
な
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の

も
と
、
自
家
消
費
し
た
電
力
に

は
環
境
価
値
が
つ
く
。
Ｊ
‒
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
森
林
経
営
や

再
エ
ネ
の
導
入
な
ど
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や

吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て

国
が
認
証
す
る
制
度
だ
。
太
陽

光
発
電
の
自
家
消
費
は
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
寄
与
し
た
こ
と
に

な
り
、
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む

企
業
と
し
て
社
会
的
に
評
価
さ

れ
る
。

た
と
え
ば
ウ
エ
ス
ト
Ｈ
Ｄ
は
、

設
備
こ
そ
ウ
エ
ス
ト
Ｈ
Ｄ
が
所

有
す
る
が
、
発
電
し
た
電
力
は

環
境
価
値
も
含
め
て
顧
客
に
提

供
す
る
。
そ
こ
で
Ｊ
‒
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
を
活
用
し
て
顧
客
側

で
発
生
す
る
環
境
価
値
を
ウ
エ

ス
ト
Ｈ
Ｄ
が
預
か
り
、
地
域
に

寄
付
す
る
仕
組
み
を
仕
組
み
を

築
い
て
い
る
。

脱
炭
素
化
で

地
域
再
生
を

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
に
よ
る
効
果
は
、
電
気
代
の

削
減
や
環
境
価
値
の
創
出
に
止

ま
ら
な
い
。
間
接
的
に
は
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
だ
。

前
出
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
倶
楽
部
の

山
口
取
締
役
は
、
「
設
備
が
古

い
と
、
故
障
が
増
え
、
対
応
に

追
わ
れ
る
。
空
調
設
備
を
入
れ

替
え
た
こ
と
で
故
障
が
減
り
、

い
ま
で
は
宿
泊
客
か
ら
の
ク
レ

ー
ム
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
も

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
」
と
話
す
。

草
津
総
合
病
院
の
柏
木
会
長

も
、
「
も
と
も
と
入
口
付
近
の

１
階
部
分
は
天
井
が
高
く
、
開

放
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
光
量
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
雰

囲
気
が
さ
ら
に
よ
く
な
っ
た
。

そ
の
せ
い
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
対

応
も
よ
く
な
り
、
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
さ
っ
と
来
院
者
の
も
と

へ
寄
っ
て
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
い

る
。
評
判
は
上
々
で
、
患
者
数

や
紹
介
数
が
増
え
て
い
る
」
と

状
況
を
語
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
に
よ
る

も
の
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

草
津
総
合
病
院
の
収
益
は
右
肩

上
が
り
の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

一
方
で
、
電
気
代
を
26
％
削

減
し
た
岡
山
県
鏡
野
町
は
、
町

税
の
削
減
分
を
老
朽
化
し
た
施

設
の
修
繕
に
充
て
て
い
る
。
山

崎
町
長
は
、
「
施
設
の
劣
化
を

食
い
止
め
ら
れ
れ
ば
、
維
持
管

理
費
を
下
げ
ら
れ
る
の
で
効
果

は
大
き
い
。
次
は
水
道
代
を
安

く
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
伏

流
水
の
利
用
に
は
か
な
り
の
電

力
を
使
っ
て
い
る
」
と
し
、

「
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
資
金
を
様
々
な
こ
と
に
活

か
せ
れ
ば
、
未
来
を
変
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
る
。

そ
の
鏡
野
町
は
い
ま
、
地
中

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
調
設
備
に

利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
山

崎
町
長
は
、
「
地
中
熱
は
温
度

が
一
定
な
の
で
、
外
気
温
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
定
の

効
率
で
空
調
設
備
を
稼
働
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
が
保

有
す
る
未
利
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
か
し
て
施
設
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
減
ら
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
だ
。

と
も
あ
れ
、
鏡
野
町
は
豊
富

な
自
然
を
有
し
、
資
源
を
活
か

す
取
り
組
み
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
大
き
い
は
ず
だ
。
鏡
野
町
の

取
り
組
み
こ
そ
、
脱
炭
素
化
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
山
崎
町
長
は
、「
電
力

供
給
を
見
直
す
だ
け
で
も
町
は

大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
が
多

く
の
自
治
体
に
広
が
り
、
様
々

な
地
域
で
地
域
活
性
化
が
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
締
め
た
。

一
方
で
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

で
地
域
活
性
化
を
目
指
す
ウ
エ

ス
ト
Ｈ
Ｄ
の
吉
川
隆
会
長
は
、

「
再
エ
ネ
や
省
エ
ネ
は
蓄
電
池

や
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

シ
ス
テ
ム
）
と
結
び
つ
い
て
、

ま
だ
ま
だ
進
化
す
る
。
だ
か
ら
、

脱
炭
素
化
は
必
ず
地
域
活
性
化

へ
の
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る

の
だ
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

ＳＮＡＰ倶楽部が運営するペンション。省エネ機器に加え、太陽光発電設備を導入して、〝脱炭素化〟を進めつつ電気代の削減を図る

ＳＮＡＰ倶楽部の山口壽一取締役

［Ｊ－クレジット制度のしくみ］

CO2等の排出削減・吸収量
（J-クレジット）

資金循環

目標達成、CSR活動
カーボン・オフセット

省エネ設備の導入
（燃料転換・高効率化） 再生可能エネルギーの導入 適切な森林管理

低炭素社会実行計画の
目標達成 再エネ・温対法の報告 カーボン・オフセット ASSET事業

温室効果ガスの排出削減または吸収量の増加につながる事業の実施

J-クレジット創出者
（中小企業、農業者、森林所有者、地方自治体等）

J-クレジット購入者
（大企業、中小企業、地方自治体等）

資金J-クレジットの
売却

進む〝脱炭素化〟
世界の潮流に乗り遅れるな！
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地
域
活
性
化
に
向
け
、
と
り
わ

け
金
融
面
で
、
金
融
担
当
副

大
臣
の
頃
に
２
つ
手
を
打
っ

た
。１

つ
は
、
地
域
の
中
小
企
業
や
小
規

模
な
零
細
業
者
に
対
す
る
積
極
融
資
の

要
請
だ
。
様
々
な
と
こ
ろ
に
直
接
お
願

い
し
た
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
金
融
機

関
は
徐
々
に
前
向
き
な
融
資
を
実
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
つ
目
は
、
新
し
い
経
営
者
保
証
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
た
こ
と
。
中
小
企

業
の
経
営
者
が
会
社
の
借
金
の
保
証
人

に
な
る
経
営
者
保
証
が
最
低
限
に
抑
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
信
用
保
証
協
会

の
よ
う
な
公
的
保
証
機
関
を
活
用
す
れ

ば
、
場
合
に
よ
っ
て
、
企
業
は
経
営
者

保
証
な
し
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ま
た
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の

公
的
金
融
機
関
が
民
間
の
地
方
銀
行
な

ど
と
と
も
に
資
金
を
貸
し
出
す
際
、
公

的
金
融
機
関
が
担
保
を
先
取
り
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
対
等
に
融

資
す
る
よ
う
公
的
金
融
機
関
に
要
請
し
、

方
針
を
改
め
て
も
ら
っ
た
。
今
後
は
官

民
の
協
調
融
資
も
進
む
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
地
方
銀
行
に
は
、
経
営
者

保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
企
業

の
事
業
内
容
や
成
長
性
を
評
価
し
て
貸

し
出
す
事
業
性
融
資
に
ぜ
ひ
と
も
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
創
業
間
も
な

い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
過
去
に
債
務
を

抱
え
た
企
業
へ
の
融
資
に
対
し
、
金
融

機
関
は
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
が
ち

だ
が
、
た
と
え
ば
、
融
資
先
の
財
務
が

悪
化
し
て
も
、
不
採
算
事
業
を
整
理
し

て
収
益
性
の
見
込
め
る
事
業
を
残
す
第

２
会
社
方
式
の
企
業
再
生
法
も
あ
る
。

あ
る
い
は
、
地
方
銀
行
や
地
方
自
治
体

な
ど
か
ら
の
出
資
で
企
業
を
再
生
す
る

地
域
再
生
フ
ァ
ン
ド
も
活
用
で
き
る
だ

ろ
う
。

む
ろ
ん
、
事
業
性
融
資
を
実
行
す
る

に
は
、
行
員
の
目
利
き
が
大
事
だ
が
、

経
験
を
活
か
し
て
目
利
き
の
能
力
を
高

め
れ
ば
、
企
業
の
将
来
性
を
予
測
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
過
度
の
保
証
や
担
保

に
頼
ら
な
く
て
も
、
融
資
を
成
立
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
税
制
改
正
で
10
年
間
の
特
例
措
置

を
設
け
た
。
企
業
は
ほ
と
ん
ど
税
金
が

か
か
ら
な
い
形
で
事
業
を
承
継
で
き
る

し
、
承
継
者
が
親
族
以
外
の
第
３
者
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
措
置
は
受
け
ら
れ
る
。

い
ま
で
は
、
事
業
承
継
に
必
要
な
資
金

を
事
業
承
継
融
資
と
し
て
提
供
し
て
く

れ
る
金
融
機
関
ま
で
あ
る
。

地
域
の
企
業
に
対
す
る
金
融
面
の
支

援
体
制
は
整
っ
て
き
た
の
で
、
我
々
は
、

地
域
で
中
核
を
担
う
企
業
を
全
国
に
２

０
０
０
社
育
成
し
て
い
く
。
こ
の
中
核

企
業
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
、
全
国
に
同

じ
よ
う
な
企
業
が
多
数
生
ま
れ
る
よ
う

な
状
況
を
生
み
出
し
た
い
の
だ
。

金
融
が
支
え
る

地
域
再
生

地
域
活
性
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
、

「
地
域
再
生
」
と
「
地
方
創
生
」
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
両
者
は
似
て
非
な
る

も
の
だ
。
再
生
に
は
、
衰
え
た
も
の
を

蘇
ら
せ
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
英
語

で
い
う
と
、
「
リ
バ
イ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
。
創
生
は
、
新
し
い
も
の
を
生
み

出
す
こ
と
だ
か
ら
「
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。

で
は
、
地
域
再
生
の
状
況
か
ら
説
明

し
よ
う
。
前
提
と
し
て
、
地
域
再
生
を

地
域
企
業
の
再
生
と
捉
え
れ
ば
、
地
域

再
生
は
企
業
の
事
業
再
生
と
同
義
で
あ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
地
域
再
生
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
既
存
の
事
業
を
時
流
に

合
っ
た
新
し
い
事
業
に
転
換
す
る
地
域

企
業
の
変
革
力
が
求
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
現
実
に
は
企
業
へ
の
金
融
支

援
が
必
要
で
、
そ
れ
ゆ
え
金
融
機
関
は

様
々
な
手
法
で
事
業
再
生
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
た
と
え
ば
、
債
務
返
済
を
繰

り
延
べ
る
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
融
資

先
企
業
の
事
業
で
損
失
が
発
生
し
た
場

合
に
担
保
で
貸
付
金
を
清
算
す
る
ロ
ス

カ
ッ
ト
だ
。
あ
る
い
は
、
第
２
会
社
方

式
を
活
用
し
、
採
算
の
悪
い
事
業
と
将

来
有
望
な
事
業
を
切
り
分
け
、
悪
い
事

業
は
ロ
ス
カ
ッ
ト
、
有
望
な
事
業
に
は

追
加
融
資
と
い
っ
た
手
法
の
ほ
か
、
融

資
比
率
を
変
更
し
な
が
ら
地
域
再
生
フ

ァ
ン
ド
を
投
入
し
て
全
体
で
融
資
を
成

立
さ
せ
る
方
法
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構
（
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）
も
事
業
再
生
に

寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
再
生
の

専
門
機
構
と
し
て
毎
年
１
兆
円
も
の
資

金
枠
で
企
業
を
支
援
。
再
生
枠
の
他
に

活
性
化
枠
も
あ
り
、
地
域
活
性
化
へ
の

融
資
や
出
資
な
ど
か
ら
人
材
派
遣
ま
で

支
援
形
態
は
様
々
だ
。

進
展
す
る
地
方
創
生

一
方
の
地
方
創
生
は
、
先
述
の
と
お

り
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
で

あ
る
。
地
方
創
生
初
年
度
の
２
０
１
５

年
度
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
導
入
し
、

２
０
１
６
年
度
に
は
模
範
と
な
る
よ
う

な
先
駆
的
事
業
を
行
う
地
方
自
治
体
に

対
し
て
政
府
が
採
択
す
る
地
方
創
生
先

行
型
交
付
金
（
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
）
を
始
め

た
。そ

し
て
２
０
１
８
年
度
に
は
、
地
方

創
生
先
行
型
交
付
金
を
受
け
継
い
だ

『
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
』
と
と
も

に
、
産
・
学
・
官
に
金
融
と
労
働
を
加

え
た
産
・
官
・
学
・
金
・
労
の
５
つ
を

連
携
さ
せ
て
い
く
。
だ
か
ら
、
地
方
創

生
は
、
地
方
自
治
体
主
体
の
財
政
支
援

か
ら
、
今
後
は
地
域
企
業
と
地
方
自
治

体
が
一
緒
に
手
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
そ

こ
に
政
府
が
支
援
し
て
い
く
形
に
す
る
。

カ
ギ
を
握
る
の
は
地
方
銀
行
だ
。
地
方

銀
行
に
は
、
貸
し
つ
け
や
出
資
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
地
方

創
生
に
協
力
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
、

２
０
１
８
年
度
の
狙
い
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
は
、
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
い
う
会
社
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

新
し
い
芽
を
地
域
の
金
融
機
関
が
直
接

支
援
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
地

方
創
生
で
は
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
。

こ
れ
に
は
証
券
会
社
も
関
心
を
寄
せ
て

お
り
、
地
域
で
伸
び
る
芽
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
始
め
て
い
る
の
で
、
地
方
創
生

は
確
実
に
前
進
し
て
い
る
。

地
域
の
産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
で
会
長
を
務
め
る

寺
田
稔
衆
議
院
議
員
。金
融
担
当
副
大
臣
時
代
か
ら
地
域
の
経
済
政
策
を

立
案
し
て
き
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
、地
域
活
性
化
の
い
ま
を
語
っ
た
。

Voice  of  Politician

「
事
業
性
融
資
で
企
業
再
生
を
。

  

つ
い
に
地
方
創
生
の
時
が
来
た
」

自
由
民
主
党 

寺
田
稔

 

衆
議
院
議
員

プロフィール●1958年広島
県生まれ。80年東京大学法
学部卒業後、大蔵省入省。
2004年衆議院議員に当選
し、07年防衛大臣政務官、
12年内閣府副大臣兼復興
副大臣兼金融担当副大臣、
15年地域の産業活性化推
進議員連盟会長を務め、
2017年衆議院安全保障委
員長に就任。
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の
１
に
減
り
、
３
８
０
０
万
人
程
に
な

る
と
の
予
測
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
口

と
い
う
パ
イ
の
奪
い
合
い
が
起
こ
り
、

こ
の
ま
ま
東
京
一
極
集
中
の
構
図
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
、
地
方
は
確
実
に
疲
弊

し
て
し
ま
う
。

果
敢
に
環
境
を
変
え
よ

な
ら
ば
、
こ
の
外
部
環
境
の
変
化
を

受
け
入
れ
、
そ
れ
で
も
経
営
を
維
持
で

き
る
方
法
を
探
り
当
て
る
か
、
外
部
環

境
そ
の
も
の
を
変
え
る
か
、
ど
ち
ら
か

選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
域

金
融
機
関
に
は
長
年
地
域
に
密
着
し
、

培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
そ
の

強
み
を
活
か
せ
ば
、
外
部
環
境
を
変
え

て
い
け
る
は
ず
だ
。
た
だ
今
後
の
人
口

の
奪
い
合
い
を
想
定
す
る
と
、
地
域
住

地
域
金
融
機
関
の
将
来
は
、
外

部
の
環
境
と
内
部
の
経
営
の

両
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
短
期

と
中
長
期
の
時
間
軸
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
金
融
機
関

の
営
業
エ
リ
ア
は
地
域
だ
か
ら
、
外
部

環
境
で
あ
る
地
域
が
、
10
年
先
、
20
年

先
に
ど
う
変
化
す
る
か
、
見
通
し
を
立

て
た
う
え
で
、
10
年
先
を
予
測
し
て
経

営
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
企
業
の
な

か
に
は
20
年
先
を
見
据
え
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

20
年
前
の
１
９
９
８
年
に
遡
る
と
、

銀
行
は
不
良
債
権
問
題
を
抱
え
、
北
海

道
拓
殖
銀
行
や
山
一
證
券
の
金
融
危
機

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
20
年
前
の
１
９
７

８
年
に
は
第
２
次
石
油
危
機
が
発
生
し

た
。
で
は
20
年
後
に
何
が
起
こ
る
の
か
。

間
違
い
な
く
人
口
が
減
少
す
る
。

そ
も
そ
も
地
域
経
済
を
規
定
す
る
の

は
人
口
と
企
業
だ
。
と
り
わ
け
人
口
は
、

明
治
元
年
か
ら
１
５
０
年
を
経
て
3.5
倍

に
増
え
た
が
、
１
５
０
年
後
に
は
3.5
分

民
が
地
域
に
住
み
続
け
て
い
け
る
だ
け

の
環
境
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ

れ
が
鍵
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
地
域
金
融
機
関
は
、
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
地
域
の
企
業

や
地
方
自
治
体
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
と
話

し
合
っ
て
、
人
が
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、
合
意
を

得
る
と
と
も
に
、
自
治
体
と
も
協
議
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
し
か
な

い
。
そ
の
結
果
、
他
の
地
域
よ
り
も
住

み
よ
い
地
域
に
な
れ
ば
、
住
民
は
地
域

を
離
れ
な
い
は
ず
だ
。

地
域
活
性
化
を
狙
っ
て
、
観
光
業
に

力
を
入
れ
る
手
法
も
あ
る
が
、
京
都
の

よ
う
に
毎
年
何
千
万
人
も
の
旅
行
客
が

訪
れ
る
地
域
は
少
な
い
の
で
、
様
々
な

形
で
地
方
創
生
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
地
方
創
生
へ

の
関
わ
り
方
は
、
大
き
く
２
つ
あ
る
。

１
つ
は
、
預
金
者
で
あ
る
地
域
住
民
や

貸
出
先
の
地
域
企
業
に
対
す
る
徹
底
し

た
顧
客
支
援
だ
。

２
つ
目
は
、
地
方
自
治
体
へ
の
支
援

で
あ
ろ
う
。
地
域
金
融
機
関
が
地
域
の

有
識
者
と
し
て
地
域
経
済
の
分
析
や
予

測
を
立
て
る
。
そ
の
う
え
で
病
院
や
学

校
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
融
資
で
支

援
す
る
。
地
方
議
会
と
の
連
携
も
進
め

る
べ
き
だ
。

顧
客
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
高
齢
化
が

進
行
す
る
と
、
地
域
住
民
の
財
産
管
理

が
一
層
求
め
ら
れ
る
。
「
遺
言
」
、

「
任
意
後
見
」
、
「
家
族
信
託
契
約
」
、

「
終
末
医
療
宣
言
」
の
終
活
４
セ
ッ
ト

だ
。
生
前
は
、
認
知
症
に
な
っ
た
時
に

財
産
管
理
を
誰
が
引
き
継
ぐ
か
と
い
う

任
意
後
見
と
、
延
命
治
療
が
必
要
に
な

っ
た
際
の
意
思
確
認
の
終
末
医
療
宣
言

だ
。
死
後
は
、
遺
言
で
財
産
分
与
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
が
肝
要
だ

が
、
遺
言
は
条
件
づ
け
が
難
し
い
な
ど

不
十
分
な
点
も
あ
る
。
そ
の
課
題
を
解

決
す
る
の
が
家
族
信
託
契
約
だ
。

こ
の
地
域
住
民
の
終
活
に
対
し
、
地

域
金
融
機
関
は
士
業
と
協
働
し
て
取
り

組
む
な
ど
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
べ

き
だ
が
、未
だ
、地
域
金
融
機
関
で
信
託

口
口
座
を
開
設
で
き
る
と
こ
ろ
は
限
ら

れ
て
い
る
。
信
託
免
許
も
検
討
課
題
で

は
な
い
か
。

地
域
金
融
機
関
は

情
報
の
結
節
点

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
こ
に
問
題
が
あ

る
の
か
、
現
場
の
視
点
は
重
要
で
、
そ

の
た
め
に
も
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
の
技
量
を
行
員
一
人
ひ
と
り
が

磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

本
部
と
支
店
、
支
店
長
と
渉
外
担
当
者
、

渉
外
担
当
者
と
顧
客
と
の
意
思
疎
通
も

大
事
だ
。
つ
ま
り
、
地
域
金
融
機
関
は
、

情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
け
ば
よ
い
。

人
口
減
少
下
で
、
企
業
の
顧
客
は
誰

な
の
か
、
ど
こ
で
付
加
価
値
を
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
経
営
者
と
対
話

す
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
銀
行
だ
け

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
、
で
き
な
い
な

ら
誰
か
と
提
携
で
き
る
か
。
行
員
は
企

業
経
営
者
と
徹
底
し
て
深
く
対
話
す
べ

き
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
暮
ら
し
や
す
い
街
と
は
、

学
校
と
仕
事
、
病
院
に
介
護
、
そ
し
て

安
心
・
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
最
低
条
件
だ
。
そ
の
う
え

で
農
家
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
レ
ス
ト
ラ

ン
を
つ
く
る
も
よ
し
、
地
域
の
安
心
・

安
全
な
産
品
を
ア
ジ
ア
の
富
裕
層
に
販

売
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う

ア
イ
デ
ア
も
、
地
域
の
企
業
と
深
く
交

流
す
れ
ば
、
自
ず
と
見
え
て
く
る
。
地

域
に
は
必
ず
伸
び
る
企
業
が
あ
る
。

そ
し
て
資
金
面
の
支
援
は
、
融
資
す

る
以
上
、
当
然
返
済
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
経
営
者
は

何
に
資
金
を
投
じ
、
ど
の
よ
う
に
社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
そ
れ
は
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

も
の
な
の
か
、
行
員
は
経
営
の
持
続
可

能
性
も
含
め
て
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
も
、
常
日
頃
経
営
者
と

対
話
し
て
お
け
ば
、
自
ず
と
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。

課
題
が
地
域
に
あ
れ
ば
、
解
決
策
も

地
域
に
あ
る
。
地
域
金
融
機
関
は
、
地

域
住
民
や
地
域
企
業
と
徹
底
し
て
対
話

し
、
支
援
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。

長
く
日
本
銀
行
に
勤
め
、地
域
金
融
の
審
議
役
や
支
店
長
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
長
野
聡
弁
護
士
が
、地
域
金
融
機
関
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。

Voice of Specialist

「
地
方
創
生
、そ
れ
は
地
域
金
融
機
関
と

 

地
域
の
対
話
か
ら
始
ま
る
」

瓜
生
・
糸
賀
法
律
事
務
所 

長
野
聡

 

弁
護
士
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け
れ
ば
、
貸
出
先
が
毎
年
減
っ
て

い
く
状
況
に
あ
る
。

だ
が
、
同
行
は
屈
し
な
い
。
15

年
４
月
か
ら
の
３
年
間
で
４
０
５

８
社
の
新
規
事
業
先
を
開
拓
し
、

総
貸
出
先
数
は
増
加
。
預
か
り
資

産
と
貸
出
金
も
順
調
に
増
え
て
い

る
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か

り
に
、
16
年
度
か
ら
本
格
化
し
た

取
引
先
へ
の
本
業
支
援
が
、
功
を

奏
し
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た

だ
、
髙
木
晶
悟
社
長
は
、
「
お
客

様
あ
っ
て
の
我
々
と
い
う
本
業
支

援
モ
デ
ル
は
、
す
ぐ
に
当
社
の
収

益
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
」

と
冷
静
に
見
る
。

地
方
銀
行
が
疲
弊
し
て
い

る
。
２
０
１
６
年
２
月

に
日
本
銀
行
が
実
施
し

た
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
が

尾
を
引
き
、
収
益
の
源
泉
で
あ
る

預
貸
金
利
ザ
ヤ
の
縮
小
が
加
速
し

た
。
貸
出
先
の
減
少
に
も
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
事
業
環
境
は
厳
し

さ
を
増
す
ば
か
り
だ
。

岡
山
の
第
二
地
銀
、
ト
マ
ト
銀

行
も
例
外
で
は
な
い
。
本
業
の
儲

け
を
示
す
実
質
業
務
純
益
（
コ
ア

業
務
純
益
）
が
17
年
３
月
期
に
22

億
円
と
前
期
比
40
％
の
減
益
と
な

っ
た
。
県
内
企
業
の
設
備
投
資
は

縮
小
傾
向
が
続
き
、
手
を
打
た
な

確
か
に
、
同
行
の
本
業
支
援
は
、

顧
客
と
と
も
に
顧
客
の
持
続
可
能

な
成
長
を
目
指
す
な
か
で
、
資
金

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
同

行
の
資
金
需
要
が
生
ま
れ
る
と
い

う
も
の
。
顧
客
の
成
長
な
く
し
て

同
行
の
成
長
は
な
く
、
成
果
を
出

す
に
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
と

な
る
の
だ
ろ
う
。

結
果
に
コ
ミ
ッ
ト
！

で
は
、
同
行
の
本
業
支
援
と
は

い
か
な
る
も
の
か
。
肝
は
『
本
業

支
援
ア
ク
シ
ョ
ン
先
経
営
レ
ポ
ー

ト
』
と
い
う
事
業
性
評
価
シ
ー
ト

だ
。
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
顧
客
へ
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
（
積
極

的
傾
聴
）
を
も
と
に
、
企
業
の
概

要
や
事
業
の
外
部
環
境
、
業
務
の

流
れ
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
強
み

や
弱
み
を
洗
い
出
し
、
売
上
げ
や

利
益
な
ど
の
数
値
目
標
や
長
期
展

望
の
ほ
か
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

ま
で
記
入
。
そ
の
う
え
で
、
同
行

が
提
案
で
き
る
１
０
０
を
超
え
る

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
か
ら
、
具

体
的
な
本
業
支
援
策
を
明
記
し
、

顧
客
に
開
示
す
る
こ
と
で
、
顧
客

と
一
体
と
な
っ
て
目
標
・
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

髙
木
社
長
は
、
「
営
業
店
と
本

部
が
一
体
と
な
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
や
事
業
承
継
か
ら
海
外

進
出
ま
で
積
極
的
に
後
押
し
す
る

の
だ
が
、
た
だ
何
と
な
く
支
援
す

る
の
で
は
な
く
、
我
々
は
お
客
様

に
対
し
て
結
果
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
」
と
強
調
し
、
こ
う
続
け
た
。

「
銀
行
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
る
。
民
間
企
業
を
は
じ
め
、
弁

護
士
や
社
労
士
な
ど
の
専
門
家
、

自
治
体
や
産
業
振
興
財
団
、
あ
る

い
は
銀
行
同
士
の
つ
な
が
り
も
あ

る
。
だ
か
ら
、
銀
行
が
お
客
様
の

悩
み
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
提
案
す
れ
ば
、

お
客
様
は
必
ず
銀
行
を
必
要
と
し

て
く
れ
る
。
そ
こ
に
地
方
銀
行
の

生
き
る
道
が
あ
る
」
。

〝
二
刀
流
〞で
徹
底
支
援

こ
の
事
業
性
評
価
シ
ー
ト
を
、

ト
マ
ト
銀
行
は
、
18
年
３
月
末
ま

で
に
全
貸
出
先
企
業
１
万
２
３
３

社
の
う
ち
１
３
１
２
社
に
対
し
て

作
成
し
た
が
、
18
年
４
月
か
ら
の

新
中
期
経
営
計
画
『
第
２
次
み
ら

い
創
生
プ
ラ
ン
』
で
は
19
年
３
月

末
ま
で
に
２
０
０
０
件
ま
で
増
や

す
と
い
う
。

さ
ら
に
同
行
は
、
事
業
の
本
業

支
援
に
財
務
の
本
業
支
援
を
加
え

た
〝
二
刀
流
作
戦
〞
を
進
め
る
。

財
務
の
本
業
支
援
で
は
、
顧
客
の

借
入
金
に
対
し
て
返
済
期
間
な
ど

の
借
り
入
れ
条
件
を
細
か
く
点
検

し
、
財
務
状
況
に
合
っ
た
資
金
調

達
法
を
提
案
。
顧
客
の
財
務
基
盤

を
強
化
し
、
事
業
の
安
定
成
長
に

つ
な
げ
る
考
え
だ
。
財
務
の
本
業

支
援
は
19
年
３
月
末
ま
で
に
５
２

０
件
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

原
点
は
助
け
合
い

こ
う
し
た
独
自
の
本
業
支
援
は
、

営
業
畑
出
身
の
生
え
抜
き
社
長
な

ら
で
は
の
着
想
と
も
思
え
る
が
、

髙
木
社
長
は
本
業
支
援
を
原
点
回

帰
と
位
置
づ
け
る
。

「
当
社
の
出
発
点
は
、
困
っ
た

時
に
は
皆
で
助
け
合
う
と
い
う
相

互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
庶
民
が

資
金
を
出
し
合
っ
て
つ
く
っ
た
無

尽
と
い
う
組
織
。
だ
か
ら
、
地
域

企
業
へ
の
本
業
支
援
活
動
は
、
本

来
の
事
業
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
こ

そ
長
く
我
々
が
こ
の
地
域
で
存
続

で
き
た
所
以
で
も
あ
る
」
。

そ
ん
な
髙
木
社
長
だ
け
に
、
西

日
本
豪
雨
の
際
は
い
ち
早
く
顧
客

の
安
否
を
確
認
し
、
「
当
社
の
貸

出
先
で
被
災
さ
れ
た
方
は
、
事
業

者
だ
け
で
３
０
０
を
超
え
て
い
る
。

困
っ
た
時
こ
そ
我
々
の
出
番
。
徹

底
し
て
支
援
す
る
が
、
民
間
の
力

に
は
限
界
が
あ
る
。
政
府
系
の
金

融
機
関
や
国
に
も
多
大
な
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
強
く
訴
え
た
。

そ
し
て
、
「
本
業
支
援
の
原
動

力
は
、
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る

社
員
」
と
髙
木
社
長
は
強
調
し
、

こ
う
締
め
く
く
っ
た
。

「
当
社
の
最
大
の
強
み
は
、
社

員
が
明
る
く
元
気
で
親
し
み
や
す

い
と
こ
ろ
。
そ
の
社
員
が
い
ま
、

地
域
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
、

強
い
使
命
感
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
。そ
れ
が
あ
る
限
り
、い
か
な

る
苦
境
に
直
面
し
よ
う
と
、
我
々

は
必
ず
生
き
残
っ
て
い
け
る
」
。

不退転の覚悟で臨む

トマト銀行の本業支援

Company Profile

社名 トマト銀行

本店所在地 岡山県岡山市北区番町2-3-4

創業 1931年

設立 1931年

資本金 178億1000万円

経常収益（連結） 190億円（2018年3月期）

従業員数 1069人

https ://www.tomatobank .co . jp

1931年 岡山県倉敷市で資本金10万円の『倉敷無尽』を
設立

1941年 興国無尽、別所無尽を吸収合併し、商号を『三和
無尽』に変更

1951年 『三和相互銀行』に社名変更

1969年 『山陽相互銀行』に社名変更

1975年 本店を岡山市（現・岡山市北区）に新築移転

1980年 『山陽リース』設立

1985年 『山陽サービス』設立

1986年 『山陽ファイナンス』設立

1987年 大阪証券取引所第2部、広島証券取引所に株式
を上場

1988年 公共債フルディーリング業務開始

1989年 普通銀行に転換し、『トマト銀行』に社名変更

1991年 担保附社債信託法にもとづく受託業務開始

1992年 海外コルレス契約包括承認を取得

1995年 『トマトカード』設立

1998年 『トマトビジネス』設立

2000年
東京証券取引所第1部に株式を上場

インターネット・モバイルバンキングサービス開始

2001年
証券投資信託の窓口販売業務開始

損害保険代理店業務開始

2002年
岡山県信用組合の事業を譲受

生命保険（個人年金保険）取扱開始

2010年 インターネット専用支店『ももたろう支店』開設

2013年 東証と大証の現物市場の統合に伴い、東証第
1部へ単独上場

2014年 預金残高1兆円突破

2015年 貸出金残高9000億円突破

2018年 中期経営計画『第2次みらい創生プラン』開始

～トマト銀行の歩み～
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純利益 自己資本比率 貸出金（ うち中小企業向け）
207

［トマト銀行の業績］

※実質業務純益（コア業務純益）は本業のもうけを示す指標。本業の利益である業務純益から、国債等債券関係損益や信託勘定償却額を差し引き、一般貸倒引当金繰入額を加算して算出。

超低金利の長期化で苦境に立たされた地銀。再編や統合が相次ぐなか、
岡山のトマト銀行は取引先への本業支援で巻き返しを狙う。

プロフィール●髙木晶悟取締役社長
1950年岡山県生まれ。73年同志社大学商学部卒後、山陽相互銀行（現トマト銀行）に入社。商品開発
課長、企画部長、野田支店長、東京支店長兼東京事務所長を経て、99年取締役経営企画部長、2001年
取締役エリア長に就任。04年から取締役営業本部長、常務取締役経営企画部長、専務取締役、取締役
副社長などを歴任し、14年6月より現職
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の
な
い
『
シ
ー
ム
レ
ス
消
火

器
』
を
開
発
し
た
が
、
72
年
に

大
阪
市
で
死
者
１
１
８
人
に
及

ぶ
千
日
デ
パ
ー
ト
火
災
が
発
生

す
る
と
、
同
年
に
『
カ
セ
ッ
ト

式
消
火
器
』
を
製
品
化
。
82
年

に
都
内
で
発
生
し
た
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
の
後
は
、

『
ス
テ
ン
レ
ス
製
消
火
器
』
を

発
売
し
た
。

法
令
は
強
化
さ
れ
、
火
災
は

減
少
。
総
出
火
件
数
は
96
年
の

6.4
万
件
か
ら
17
年
に
3.9
万
件
ま

で
減
っ
た
が
、
「
建
物
の
火
災

は
微
減
傾
向
」
と
初
田
社
長
は

指
摘
し
、
こ
う
続
け
た
。

「
交
通
事
故
の
死
者
数
は
か

つ
て
の
1.6
万
人
超
か
ら
17
年
は

３
６
９
４
人
。
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
安
全
技
術
が
向
上
し
た
結

果
だ
。
だ
が
建
物
火
災
は
減
ら

ず
、
未
だ
に
死
者
数
は
１
０
０

０
人
を
下
ら
な
い
。
子
供
や
高

齢
者
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
」
。

そ
こ
で
同
社
で
は
誰
も
が
使

え
る
消
火
器
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
に
重
点
を
置
い
た
。

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

同
社
は
創
業
の
志
を
継
承
し

つ
つ
、
３
つ
の
方
針
を
掲
げ
る
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
、

「
エ
コ
」、「
ク
オ
リ
テ
ィ
」
だ
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

大
阪
府
枚
方
市
の
工
業

団
地
に
本
社
を
構
え

る
初
田
製
作
所
。
２

階
の
展
示
室
で
真
っ
先
に
目
に

つ
く
の
は
鈍
く
光
る
銅
製
の
器

だ
。
１
８
９
４
年
に
つ
く
ら
れ

た
二
重
瓶
消
火
器
で
、
京
都
商

工
会
議
所
の
初
代
会
頭
を
務
め

た
高
木
文
平
氏
が
発
明
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
消
火
器
の
製
造

販
売
権
を
得
た
初
田
利
兵
衛
氏

が
１
９
０
２
年
に
京
都
市
内
で

創
立
し
た
の
が
、
初
田
製
作
所

の
前
身
、
二
重
瓶
消
火
器
で
あ

る
。「

京
都
は
盆
地
で
木
造
家
屋

が
密
集
し
、
火
事
が
多
い
。
高

木
さ
ん
は
町
を
火
事
か
ら
守
ろ

う
と
、
ド
イ
ツ
で
見
た
消
火
器

を
ヒ
ン
ト
に
発
明
し
た
」
。

そ
う
語
る
の
は
、
利
兵
衛
氏

の
ひ
孫
に
あ
た
る
４
代
目
の
初

田
和
弘
社
長
だ
。
２
０
０
２
年

に
社
長
に
就
任
後
、
全
国
９
ヵ

所
に
支
社
店
を
開
き
、
中
国
と

タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
。
い

ま
で
は
、
消
火
器
の
製
販
か
ら

施
設
へ
の
防
災
設
備
の
設
置
や

保
守
ま
で
手
掛
け
、
年
商
は
１

７
４
億
円
に
達
し
て
い
る
。

そ
ん
な
同
社
の
消
火
器
開
発

の
歩
み
は
大
規
模
な
火
災
事
故

の
歴
史
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

１
９
６
３
年
に
胴
体
に
継
ぎ
目

具
現
化
は
、
子
供
や
高
齢
者
を

火
災
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
開

発
し
た
家
庭
用
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

消
火
具
、『
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
（
キ
ャ

ッ
ソ
）』。
高
さ
23
・
５
㎝
、
重

さ
３
０
５
ｇ
と
軽
く
、
片
手
で

操
作
で
き
、
レ
バ
ー
も
握
り
や

す
い
。
停
電
時
に
使
え
る
よ
う
、

暗
闇
で
も
分
か
る
蛍
光
ク
リ
ッ

プ
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
消
火
器
は
女
性
向
け
の
商

品
だ
。
手
軽
さ
を
求
め
る
主
婦

層
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
10

年
前
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
転
換
し
た
」（
初
田
社

長
）
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
は
07
年
、
デ
ザ

イ
ン
に
優
れ
た
工
業
製
品
に
与

え
ら
れ
る
『
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン

賞
』
を
受
賞
。
「
デ
ザ
イ
ン
も

性
能
の
一
つ
。
レ
バ
ー
の
形
状

に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
」
と
い

う
初
田
社
長
の
意
志
が
結
実
し

た
。エ

コ
の
観
点
で
は
、
廃
消
火

器
回
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
。

同
社
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

回
収
し
た
廃
消
火
器
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
再
資
源
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
14
年
に
発
売
し
た
『
Ｃ

Ａ
Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
（
カ
ル
ミ
エ
）
』

は
透
明
樹
脂
製
で
軽
い
。
使
用

時
の
負
担
を
減
ら
し
つ
つ
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
貢
献

し
、
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
主
催
の
『
第
17
回
グ
リ
ー

ン
購
入
大
賞
・
経
済
産
業
大
臣

賞
』
を
受
賞
し
た
。

さ
ら
に
同
社
は
ク
オ
リ
テ
ィ
、

つ
ま
り
品
質
の
向
上
に

力
を
入
れ
る
。
品
質
保

証
・
環
境
管
理
委
員
会

を
社
長
直
属
の
組
織
と

す
る
一
方
、
品
質
管
理

の
国
際
規
格
『
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
』
と
環
境
管

理
の
国
際
規
格
『
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
』
を
取
得
し
た
。

そ
の
う
え
で
資
格
の
取
得
を

奨
励
。
社
員
２
９
０
人
の
う
ち
、

１
３
３
人
が
社
内
資
格
で
あ
る

品
質
内
部
監
査
員
を
、
１
２
５

人
が
環
境
内
部
監
査
員
を
取
得

し
、
日
本
規
格
協
会
が
主
催
す

る
Ｑ
Ｃ
検
定
合
格
者
は
72
人
に

の
ぼ
る
。
そ
れ
で
も
初
田
社
長

は
、
「
ク
オ
リ
テ
ィ
意
識
を
社

員
に
浸
透
さ
せ
る
の
に
ゴ
ー
ル

は
な
い
」
と
意
欲
的
だ
。

海
外
展
開
、

そ
し
て
新
サ
ー
ビ
ス

国
内
で
一
定
の
地
位
を
築
い

た
同
社
だ
が
、
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
海
外
に
も
展
開
す
る
。
目

的
は
２
つ
。
ま
ず
法
人
顧
客
の

海
外
進
出
に
伴
う
防
災
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
だ
。
中
国
や
タ
イ
に

は
日
系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、

同
社
は
事
業
所
や
工
場
に
防
災

設
備
を
設
置
、
保
守
も
行
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
安
価
で
豊

富
な
人
材
に
よ
る
消
火
器
の
製

造
原
価
の
低
減
だ
。
03
年
に
中

国
・
上
海
市
で
、
05
年
に
寧
波

市
で
法
人
を
設
立
し
、
11
年
に

は
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
に
進
出
。

国
内
で
価
格
競
争
の
厳
し
い
商

品
を
海
外
生
産
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
。

む
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
は
急
速
な

経
済
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
市

場
は
大
き
い
。
初
田
社
長
は
、

「
中
国
で
は
年
間
４
０
０
０
万

本
の
消
火
器
が
製
造
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
10
倍
」
と
、
ア
ジ

ア
市
場
で
の
商
品
拡
販
を
示
唆

す
る
。

そ
の
一
方
で
、
同
社
が
近
年

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
事
業

所
や
工
場
、
病
院
な
ど
、
施
設

を
対
象
と
し
た
火
災
リ
ス
ク
診

断
だ
。
無
償
で
の
リ
ス
ク
診
断

も
手
掛
け
て
い
る
が
、
さ
ら
に

踏
み
込
み
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
と
提
携
。
火
災
リ
ス
ク

診
断
に
加
え
、
対
策
ま
で
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
保
険
料

の
軽
減
を
図
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

「
損
保
会
社
に
も
当
社
に
も

火
災
の
膨
大
な
デ
ー
タ
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
対
策
す
れ

ば
、
保
険
料
を
安
く
で
き
る
。

企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
は
ず
だ
」
（
初
田
社
長
）
。

消
火
器
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

な
ど
の
ハ
ー
ド
か
ら
リ
ス
ク
診

断
の
ソ
フ
ト
ま
で
、
同
社
は
サ

ー
ビ
ス
を
拡
充
さ
せ
て
い
る
。

初
田
社
長
は
、「
ど
の
時
代
も
、

ど
ん
な
国
で
も
、
人
は
安
全
を

求
め
る
。
当
社
は
創
業
時
か
ら

火
災
の
被
害
者
を
減
ら
す
た
め

に
尽
力
し
て
き
た
。
今
後
も
安

全
を
追
求
す
る
」
と
力
強
い
。

創
業
１
１
６
年
。
初
田
製
作

所
の
歴
史
は
、
安
全
に
暮
ら
し

た
い
と
い
う
人
々
の
普
遍
的
な

ニ
ー
ズ
に
、
技
術
の
研
鑚
で
応

え
て
い
く
挑
戦
の
歩
み
で
あ
っ

た
。
防
災
技
術
に
発
展
の
余
地

が
あ
る
限
り
、
同
社
の
事
業
に

終
わ
り
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

消火器製造１１６年
飽くなき〝安全〟への挑戦

Tradition & Pride

時折目につく馴染みの真っ赤な消火器。
その原型は明治期につくられていたことをご存知か。

メーカーは１９０２年創業の初田製作所。
なぜ同社は１１６年もの間、

途絶えることなく事業を継続できたのか。

初田和弘社長 初田製作所

Company Profile

社名 初田製作所
本店所在地 大阪府枚方市招提田近3-5

創業 1902年
設立 1947年

資本金 8000万円
売上高 174億円（2017年11月期）

従業員数 290人

http ://www.hatsuta .co . jp

2014年『ハローキティ
住宅用消火器』発売

2015年 CALMIEが国際的なiFデザイン賞を受賞

1902年

1938年
1944年
1947年
1951年
1961年
1963年
1965年

1967年

1968年
1970年
1972年
1982年
1985年
1987年
1989年
1992年
1994年
1999年
2002年
2003年

2005年

2007年

2008年
2011年

2012年
2014年

2015年

初田利兵衛氏が京都市に『二重瓶消火器』設立
消火器の製販開始
大阪市西淀川区に本社工場新設

『初田工業』に社名変更
初田工業より分離独立し、『初田製作所』設立
大阪市西淀川区に新工場新設

『消火装置』製販開始
『シームレックス消火器』発売
シームレックス消火器の製造技術で国内特許取得
大阪府枚方市にたん白泡消火薬剤工場を新設
シームレックス消火器の製造技術で米国特許取得
大阪府枚方市に本社移転
シームレックス消火器の工場新設

『日本万国博覧会』に参加
『カセット式消火器』発売
『小型消火システム・キャビネックス』発売
『つくば万博』に参加
『パッケージ型消火システム・アミュレイ』発売
ステンレス製消火器発売。日本フェンオールと提携
製造工場に消火器の生産ライン新設
大阪府枚方市に消火装置の倉庫を新設
品質管理の国際規格『ISO9001』を取得
環境管理の国際規格『ISO14001』を取得
中国・上海市に『初田国際貿易』設立

『エコマーク消火器』発売
中国・寧波市に『初田消防器材』設立

『愛・地球博』に『ECOSS消火器』が採用
『IG55消火設備』が中国消防局から認定
消火器のリース『NEW ECOSS・ゼロエミサービス』開始

『CASSO（キャッソ）』が国際的な『iFデザイン賞』受賞
消火設備のトレーニングセンター設立

『カーボンフットプリントマーク付消火器』発売
タイ・バンコク市に『サイアムハツタ』設立
日本ドライケミカルと業務提携
火災リスクの診断サービス『HTCサービス』開始

『ハローキティ住宅用消火器』発売
透明樹脂製の蓄圧式消火器『CALMIE（カルミエ）』発売

『エコマークアワード2014』で 銀賞受賞
CALMIEが国際的なiFデザイン賞を受賞
東京本社を設置、東京支社を移転

～116年の歩み～
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老
舗
の
産
地
問
屋
、『
か

ね
す
え
』
を
運
営
し
、

佐
賀
県
で
食
品
の
卸

売
り
を
営
む
同
社
は
い
ま
、
全

国
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

２
０
０
９
年
に
『
農
商
工
連
携

事
業
（
経
済
産
業
省
、
農
林
水

産
省
）
』
の
認
定
を
受
け
る
と
、

16
年
に
は
『
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営

中
小
企
業
１
０
０
選（
経
産
省
）』

に
選
ば
れ
、
17
年
は
、
『
九
州

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
奨
励

賞
』
を
受
賞
し
た
ほ
か
、『
地
域

未
来
牽
引
企
業
（
経
産
省
）
』

に
も
選
定
さ
れ
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
「
冷

凍
食
品
な
ら
ぬ〝
冷
凍
料
理
〞」

（
同
社
の
古
賀
正
弘
社
長
）
の

商
品
化
で
あ
ろ
う
。
同
社
は
、

佐
賀
を
は
じ
め
九
州
の
生
産
者

か
ら
良
質
な
食
材
を
調
達
し
、

佐
賀
県
内
の
有
名
店
シ
ェ
フ
と

連
携
。
08
年
か
ら
添
加
物
を
極

力
使
用
し
な
い
料
理
を
冷
凍
し

た
、
斬
新
な
冷
凍
食
品
の
製
造

販
売
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

商
品
は
、
『
お
も
て
な
し
寿

司
』
、
『
九
州
お
に
ぎ
り
倶
楽

部
』
な
ど
の
米
飯
か
ら
、
『
佐

賀
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
』
、
『
レ
ン

ジ
ｄｅ
ス
テ
ー
キ 

佐
賀
牛
』
の

ほ
か
、
『
あ
ま
お
う
タ
ル
ト
』

と
い
っ
た
ス
イ
ー
ツ
ま
で
幅
広

い
。た

と
え
ば
、
お
も
て
な
し
寿

司
は
、
和
食
37
年
の
料
理
人
が

試
行
錯
誤
の
末
、
『
京

の
手
ま
り
寿
司
』
を
も

と
に
つ
く
り
上
げ
て
お

り
、
九
州
お
に
ぎ
り
倶

楽
部
は
、
み
つ
せ
鶏
、

鯛
め
し
、す
き
焼
き
の

３
種
類
の
お
に
ぎ
り
に
、

佐
賀
産
の
米
と
九
州
産

の
食
材
を
使
用
。
１
個

３
０
０
円
と
高
価
だ
が
、

食
に
こ
だ
わ
る
消
費
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

ど
れ
も
、「
職
人
の
味

を
家
庭
に
届
け
た
い
」

と
の
思
い
を
具
現
化
し
た
食
品

で
、
同
社
は
差
別
化
、
高
付
加

価
値
化
に
成
功
し
た
わ
け
だ
が
、

古
賀
社
長
は
開
発
の
経
緯
を
こ

う
語
っ
た
。

「
バ
イ
ヤ
ー
や
百
貨
店
か
ら

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
で
開
発
し

た
が
、
そ
も
そ
も
当
社
は
長
く

流
通
業
を
営
ん
で
き
た
」
。

そ
う
、
同
社
は
１
８
９
２
年
、

古
賀
末
吉
氏
が
『
か
ね
す
え
』

の
屋
号
で
酒
や
雑
貨
の
小
売
商

と
し
て
創
業
し
た
の
が
最
初
。

１
９
２
９
年
に
は
２
代
目
の
達

一
氏
が
店
舗
販
売
と
同
時
に
家

庭
に
商
品
を
置
い
て
使
用
分
を

後
で
請
求
す
る
置
き
売
り
に
着

手
。
３
代
目
の
欽
一
氏
は
、
60

年
に
冷
菓
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
）
を
、
72
年
に
冷
凍
食
品
を

卸
売
り
し
、
翌
73
年
に
法
人
化

し
て
佐
賀
冷
凍
食
品
を
発
足
さ

せ
た
。
だ
が
欽
一
氏
は
76
年
に

急
逝
。
子
息
の
正
弘
氏
が
21
歳

に
し
て
４
代
目
を
継
い
だ
の
だ
。

息
づ
く

共
存
共
栄
の
精
神

正
弘
氏
は
、
小
学
生
の
頃
か

ら
食
品
の
仕
入
れ
現
場
に
連
れ

て
行
か
れ
、
高
校
卒
業
と
同
時

に
家
業
を
手
伝
う
な
ど
、
早
く

か
ら
商
売
の
い
ろ
は
を
学
ぶ
。

４
代
目
を
継
い
で
か
ら
は
、
事

業
を
切
り
盛
り
す
る
傍
ら
、
松

下
電
器
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
経
営
を
探

究
、
改
め
て
経
営
の
目
的
を
問

い
直
し
、
理
念
を
こ
う
掲
げ
た
。

「
美
味
し
く
且
つ
健
康
と
環

境
に
や
さ
し
い
本
物
の
食
品
の

商
い
に
よ
り
流
通
使
命
の
貫
徹

を
図
る
と
共
に
生
活
者
・
生
産

者
と
の
『
三
者
共
存
共
栄
』
の

実
現
を
通
じ
て
社
会
の
発
展
と

向
上
に
貢
献
す
る
」
。

こ
の
経
営
理
念
こ
そ
が
、
冷

凍
料
理
開
発
の
実
現
に
大
き
く

関
与
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
冷
凍
料
理
は
、
同
社
の
収

益
性
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、

佐
賀
や
九
州
の
生
産
者
に
潤
い

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

一
方
で
、
生
活
者
に
対
し
て

は
、
従
来
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
さ

ら
に
追
及
し
、
「
高
齢
者
に
本

来
の
食
事
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
（
古
賀
社
長
）
と
の
思
い

か
ら
、
食
材
そ
の
も
の
の
味
を

楽
し
め
る
冷
凍
食
品
を
商
品
化

し
て
い
る
。
15
年
に
は
、
災
害

時
に
も
食
事
が
摂
れ
る
よ
う
、

自
然
解
凍
で
食
べ
ら
れ
る
冷
凍

弁
当
を
開
発
、
海
上
自
衛
隊
に

全
国
で
初
め
て
納
入
し
た
。

生
活
者
へ
の
配
慮
は
、
製
造

現
場
に
も
表
れ
て
い
る
。
同
社

は
17
年
３
月
に
佐
賀
市
内
に
新

工
場
を
開
設
し
た
際
、
消
費
者

に
安
全
・
安
心
な
食
品
を
提
供

す
る
た
め
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食

品
の
危
険
度
分
析
に
よ
る
衛
生

管
理
）
に
準
拠
さ
せ
た
の
だ
。

そ
の
同
社
は
、
東
京
で
開
催

さ
れ
る
食
の
商
談
会
、『
地
方
銀

行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
地

方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
／
リ
ッ
キ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
主
催
）』

に
商
品
を
出
品
し
、
大
手
通
販

事
業
者
や
香
港
の
高
級
小
売
店

と
の
関
係
構
築
を
進
め
て
い
る
。

古
賀
社
長
は
、
「
地
域
の
市
場

が
縮
小
す
る
な
か
、
中
小
企
業

は
地
元
以
外
か
ら
売
上
げ
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

語
り
、
都
市
圏
や
海
外
へ
販
路

を
拡
げ
る
姿
勢
を
示
す
。

三
者
共
存
共
栄
の
一
者
は
、

む
ろ
ん
自
社
の
存
続
と
繁
栄
で

あ
る
が
、
「
食
の
流
通
使
命
を

貫
徹
す
る
た
め
に
も
事
業
継
続

は
重
要
だ
」
（
古
賀
社
長
）
。

そ
れ
ゆ
え
同
社
は
、
５
年
後
を

目
途
に
事
業
承
継
を
行
う
べ
く
、

古
賀
社
長
の
子
息
、
照
基
氏
を

後
継
者
と
し
て
育
成
。
さ
ら
に

佐
賀
銀
行
や
地
元
商
工
会
の
協

力
を
得
て
、
自
社
の
分
析
か
ら

目
に
見
え
な
い
資
産
の
洗
い
出

し
ま
で
行
い
、
知
的
資
産
経
営

報
告
書
を
作
成
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
い
ま
、
同
社
は
佐
賀

の
１
次
、
２
次
、
３
次
産
業
を

集
め
た
『
６
次
化
産
品
ベ
ル
ト

地
帯
』
と
し
て
の
食
品
工
場
団

地
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

複
数
の
食
品
工
場
が
工
場
モ
ー

ル
を
形
成
し
、
包
装
や
検
査
の

機
能
を
共
同
で
運
営
す
れ
ば
、

事
業
者
間
の
連
携
は
深
ま
り
、

各
社
は
効
率
よ
く
事
業
を
展
開

で
き
る
。
古
賀
社
長
は
、
「
１

社
単
独
で
は
な
く
、
地
域
の
生

産
者
や
事
業
者
が
連
携
し
、
チ

ー
ム
で
事
業
を
発
展
さ
せ
れ
ば
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

け
る
」
と
夢
を
描
く
。

古
賀
社
長
が
掲
げ
た
三
者
共

存
共
栄
の
理
念
は
、
地
域
活
性

化
の
実
現
へ
と
昇
華
し
つ
つ
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

産
地
と
食
卓
を
つ
な
ぐ

〝
冷
凍
料
理
〞開
発
秘
話

［ 佐賀冷凍食品 ］

つ く り び と の

技 魂と

職
人
の
料
理
を
家
庭
に
│
│
。斬
新
な
着
想
で〝
冷
凍
料
理
〞を
つ
く
る
佐
賀
冷
凍
食
品
。

高
付
加
価
値
品
の
開
発
に
成
功
し
た
背
景
に
は
確
た
る
理
念
が
あ
っ
た
。

Company Profile

社名 佐賀冷凍食品
本店所在地 佐賀県小城市芦刈町芦溝128-3

創業 1892年
設立 1970年

資本金 2000万円
売上高 5.3億円（2017年度）

従業員数 32人

http ://kanesue-saga . jp

（左上）おもてなし寿司、（左下）こだわりの冷凍料理、（右）レンジ de ステーキ 佐賀牛

左から、佐賀冷凍食品と共に地域の活性化に取り組む佐賀銀
行営業支援部渉外グループの八田広幸調査役、佐賀冷凍食
品の古賀正弘社長、後継者の照基氏

2017年3月にHACCPに対応した新工場を開設

地
域
の
生
産
者
や

事
業
者
が
連
携
し
、

チ
ー
ム
と
し
て

事
業
を
発
展
さ
せ
る

三者共存共栄の理念を掲げ、地域活性化を目指す古賀社長
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化
に
寄
与
す
る
と
い
う
の
が
コ
ア

ラ
ネ
ッ
ト
発
刊
の
目
的
で
す
。

島
田
氏
▼
当
社
Ｐ
＆
Ｅ
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
ズ
は
、
創
業
以
来
18
年
に

わ
た
っ
て
企
業
の
成
長
戦
略
や
新

規
事
業
の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
か
ね
て
よ

り
地
域
企
業
の
活
力
な
く
し
て
日

本
経
済
の
発
展
は
な
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、
コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
を
発

刊
す
る
と
い
う
吉
川
会
長
の
発
案

に
賛
同
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
地
域

の
企
業
の
成
長
を
支
援
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

澁
谷
氏
▼
当
社
リ
ッ
キ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
０
０

６
年
か
ら
地
方
銀
行
と
『
地
方
銀

行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
と
い

う
催
し
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
全
国
47
都
道
府
県
の
食
品

や
農
産
物
が
一
堂
に
会
す
る
商
談

会
な
の
で
す
が
、
改
め
て
思
う
の

─
─
コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
発
刊
の
目
的

は
？

吉
川
氏
▼
ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
は
、

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
く
方
針
で
す
。
企
業
家
は
、

事
業
の
課
題
解
決
に
直
接
活
か
せ

る
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
か
ら
、

コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
で
は
企
業
家
に
と

っ
て
価
値
あ
る
情
報
を
発
信
し
、

地
方
銀
行
と
い
う
〝
点
〞
か
ら
地

域
の
企
業
へ
の
〝
線
〞
へ
、
さ
ら

に
地
域
全
体
の
〝
面
〞
へ
と
展
開

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
情
報
媒

体
を
介
し
て
、
銀
行
と
企
業
、
企

業
と
企
業
、
さ
ら
に
は
地
域
と
地

域
の
協
調
を
促
し
、
地
域
の
活
性

は
、
首
都
圏
と
地
方
と
の
格
差
で

す
。
人
口
や
経
済
規
模
だ
け
で
な

く
、
情
報
量
に
も
格
差
が
あ
る
の

で
、
首
都
圏
の
情
報
を
地
方
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
地
方
銀

行
間
の
連
携
に
よ
る
情
報
の
共
有

で
す
。
地
方
銀
行
は
、
地
域
の
事

情
に
詳
し
い
の
で
す
が
、
管
轄
地

域
の
情
報
に
偏
り
が
ち
で
す
。
地

方
銀
行
同
士
が
連
携
す
れ
ば
、
他

地
域
の
成
功
事
例
を
管
轄
地
域
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
が
地
域
間
の
情
報

連
携
の
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
、
面
白

い
で
す
ね
。

─
─
コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
ひ
と
つ
、
脱
炭
素
化
と
は
。

吉
川
氏
▼
い
ま
や
日
本
の
み
な
ら

ず
、
世
界
各
国
が
脱
炭
素
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
企
業
の
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
は

多
い
の
で
、
今
後
は
地
域
の
企
業

も
脱
炭
素
化
と
無
縁
で
は
い
ら
れ

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、

来
年
か
ら
電
力
の
地
産
地
消
が
本

格
化
し
ま
す
。
太
陽
光
発
電
に
よ

る
電
力
の
自
家
消
費
が
普
及
す
る

な
か
で
、
脱
炭
素
化
と
電
力
の
自

家
消
費
を
切
り
口
に
、
地
域
の
企

業
の
経
営
改
善
、
ひ
い
て
は
地
域

活
性
化
に
繋
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

欧
州
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
発

電
コ
ス
ト
が
火
力
発
電
の
発
電
コ

ス
ト
よ
り
も
安
く
、
早
晩
、
日
本

で
も
太
陽
光
発
電
は
最
も
競
争
力

の
あ
る
電
源
に
な
る
で
し
ょ
う
。

建
物
の
屋
根
に
設
置
し
て
電
力
を

自
家
消
費
す
れ
ば
、
企
業
は
電
気

代
を
削
減
で
き
、
経
済
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）
も
取
り
入
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
を
活

用
す
れ
ば
、
さ
ら
に
経
済
性
を
追

求
で
き
る
の
で
、
脱
炭
素
化
は
重

要
な
テ
ー
マ
で
す
。

─
─
地
域
活
性
化
を
目
指
す
う
え

で
、
何
が
重
要
か
。

澁
谷
氏
▼
地
域
活
性
化
の
手
法
は

様
々
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
中
小

企
業
の
経
営
力
向
上
が
先
決
だ
と

思
い
ま
す
。
地
方
で
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
市
場
が
縮

小
し
て
い
ま
す
。
企
業
は
経
営
的

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
全

国
各
地
を
訪
問
す
る
と
、
地
域
に

は
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
意
外
と
地
元
の
企
業
は

地
元
の
魅
力
に
気
づ
か
れ
て
い
ま

せ
ん
。
地
域
の
企
業
が
地
域
の
魅

力
を
事
業
に
活
か
さ
な
い
と
い
う

の
は
、
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

島
田
氏
▼
事
業
環
境
の
変
化
を
予

測
し
、
そ
の
変
化
に
業
態
を
合
わ

せ
て
い
く
こ
と
を
計
画
的
に
で
き

る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
地
域
の
企

業
家
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
に
は
、
弱
み
が
あ
れ

ば
、
必
ず
強
み
も
あ
っ
て
、
新
し

い
事
業
を
始
め
る
際
は
、
強
み
を

よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。
で
す
か
ら
、
企
業
家
に
は
、

指
南
役
と
い
う
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
な
存

在
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

点
、
地
方
銀
行
が
地
域
の
企
業
か

ら
相
談
を
受
け
る
組
織
で
あ
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
企
業
に
は
、
ま
ず
自
信

を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
強
み
を

分
析
し
、
そ
の
強
み
を
第
３
者
の
、

た
と
え
ば
地
方
銀
行
と
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
地
域
活
性
化
に
向
け
て
は
、

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
地

域
内
の
協
力
体
制
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
が
、
誰
か
が
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
、
地
域
全
体
で
１
つ
の
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

─
─
企
業
の
海
外
展
開
は
？

島
田
氏
▼
九
州
の
企
業
で
あ
れ
ば
、

地
理
的
に
、
東
京
へ
攻
め
入
る
よ

り
は
、
中
国
や
台
湾
、
韓
国
の
方

が
近
い
の
で
、
近
隣
市
場
へ
の
展

開
と
い
う
観
点
か
ら
も
海
外
進
出

は
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
人
材
の
育
成
や
協
力
会

社
と
の
関
係
構
築
、
あ
る
い
は
海

外
の
人
材
採
用
と
い
っ
た
こ
と
も

必
要
に
な
る
の
で
、
そ
れ
こ
そ
、

地
方
銀
行
の
力
を
お
借
り
す
る
と

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

澁
谷
氏
▼
中
小
企
業
の
海
外
進
出

は
、
失
敗
し
た
時
の
リ
ス
ク
が
大

き
い
の
で
、
リ
ス
ク
を
極
力
と
ら

な
い
方
法
も
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
海
外
進
出
が
最
終
目

的
だ
と
し
て
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
に
当
て
込
ん
で
訪
日
外
国
人

観
光
客
向
け
の
商
品
開
発
か
ら
始

め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

商
品
を
輸
出
す
る
に
も
規
制
が
あ

り
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
商

品
で
あ
れ
ば
、
国
内
販
売
な
の
で
、

規
制
の
制
約
は
受
け
ま
せ
ん
。

─
─
地
銀
に
何
を
期
待
す
る
？

吉
川
氏
▼
金
融
機
関
は
、
規
制
が

多
く
、
そ
れ
が
障
壁
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
た
と
え

ば
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
異
業
種
と
の
関
係
を
深
め

る
と
、
新
し
い
刺
激
が
入
っ
て
、

行
員
の
方
々
の
見
識
も
い
い
意
味

で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ

っ
て
地
域
活
性
化
の
糸
口
が
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

島
田
氏
▼
地
方
銀
行
も
事
業
会
社

で
す
か
ら
、
差
別
化
展
開
や
新
規

事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
戦
略
を

描
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

規
制
業
種
な
の
で
、
異
業
種
と
の

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
結
局
、
規
制
の
ギ
リ
ギ

リ
の
ラ
イ
ン
で
、
一
般
企
業
の
よ

う
に
、
果
敢
に
事
業
を
展
開
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
地
域
の
顧
客

に
支
え
ら
れ
、
存
続
し
て
い
く
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
先

に
、
地
域
活
性
化
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

澁
谷
氏
▼
日
本
は
縦
割
り
行
政
な

の
で
、
行
政
の
企
業
支
援
も
、
県

と
市
町
村
が
各
様
に
進
め
て
い
ま

す
し
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
も

ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
つ
ま
り
、
地
域
活
性
化
を
目

指
す
う
え
で
地
域
内
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
の
で
す
が
、
で
は
、
旗

振
り
役
は
誰
が
適
任
か
と
い
え
ば
、

や
は
り
地
方
銀
行
で
し
ょ
う
。
地

域
活
性
化
に
お
い
て
、
地
方
銀
行

に
し
か
成
し
得
な
い
こ
と
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

ウエストホールディングス
吉川隆代表取締役会長

（きっかわ・たかし）
1950年岡山県生まれ。建設会社などを
経て、81年広島市で創業。84年西日本鐘
商（現ウエストHD）を設立し、2004年ジャ
スダック証券取引所に上場。07年頃から
太陽光発電設備の設計・設置を展開。省
エネ設備販売や電力小売りも手掛け、自
治体や企業に脱炭素化、電力の地産地
消を提案。

Ｐ＆Ｅディレクションズ
島田直樹代表取締役

（しまだ・なおき）
1968年山梨県生まれ。93年一橋大卒、
98年マサチューセッツ工科大学大学院で
MBA取得。米アップル、外資系コンサルな
どを経て、2001年にコンサルティング会
社、P&Eディレクションズを設立。上場会
社から中小企業まで200社超に成長戦
略や計画策定の実行支援を提供。実績
は1000件以上。

リッキービジネスソリューション
澁谷耕一代表取締役

（しぶや・こういち）
1954年北海道生まれ。78年一橋大卒
後、日本興業銀行に入行。香港支店副支
店長、企業投資情報部副部長、みずほ証
券公開営業部部長を経て、2002年リッキ
ービジネスソリューションを設立。金融機
関とのネットワークを生かし、地方創生や
食の事業マッチングを支援。神奈川県政
策顧問。

［特別鼎談］

「コアラネット（Coala net）」の創刊にあたって、発行を所管する
Ｐ＆Ｅディレクションズとリッキービジネスソリューション、
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地域経済

雇用指標ランキング（都道府県別） 

経済指標ランキング（都道府県別） 

▶有効求人倍率 （2017年）
福井県

富山県

岐阜県

三重県

石川県

香川県

愛知県

熊本県

島根県

岡山県

鳥取県

広島県

長野県

山口県

山形県

群馬県

宮城県

静岡県

愛媛県

福島県

茨城県

滋賀県

山梨県

新潟県

宮崎県

徳島県

大分県

岩手県

京都府

東京都

奈良県

栃木県

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾















































2.07 

1.98 

1.91 

1.84 

1.82 

1.81 

1.78 

1.76 

1.75 

1.73 

1.72 

1.72 

1.69 

1.69 

1.67 

1.65 

1.64 

1.63 

1.61 

1.60 

1.59 

1.55 

1.54 

1.53 

1.53 

1.52 

1.52 

1.51 

1.50 

1.49 

1.48 

1.48 

※厚生労働省資料をもとに作成。月間有効求人数を月間有効求職者数で除して得た月間有効求人倍率の年平均値。新規学卒者を除きパートタイムを含む

















佐賀県

千葉県

秋田県

埼玉県

兵庫県

福岡県

大阪府

和歌山県

1.46 

1.45 

1.43 

1.41 

1.40 

1.39 

1.37 

1.35 















神奈川県

青森県

長崎県

鹿児島県

沖縄県

高知県

北海道

1.34 

1.33 

1.28 

1.28 

1.22 

1.21 

1.16 

▶実質総生産 （2014年度）

※内閣府資料をもとに作成

▶1人あたりの実質総生産 （2014年度）

※内閣府資料をもとに作成

▶完全失業率 （2017年）
島根県

和歌山県

福井県

鳥取県

三重県

石川県

宮崎県

長野県

滋賀県

佐賀県

群馬県

山形県

岩手県

富山県

岐阜県

山口県

山梨県

栃木県

福島県

愛媛県

静岡県

広島県

大分県

愛知県

岡山県

香川県

茨城県

徳島県

新潟県

長崎県

千葉県

奈良県

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾















































1.15

1.62

1.65

1.67

1.79

1.79

1.97

2.03

2.03

2.05

2.06

2.08

2.09

2.11

2.12

2.14

2.25

2.30

2.30

2.33

2.33

2.33

2.36

2.39

2.39

2.42

2.44

2.46

2.57

2.62

2.66

2.71

※総務省資料をもとに作成。完全失業率は15歳以上の労働力人口に占める完全失業者の割合。完全失業者は仕事がなく少しも仕事をしなかった者

















京都府

神奈川県

兵庫県

鹿児島県

秋田県

宮城県

埼玉県

東京都

2.73

2.75

2.75

2.78

2.78

2.79

2.85

2.86















高知県

熊本県

北海道

大阪府

福岡県

青森県

沖縄県

3.01

3.07

3.34

3.36

3.39

3.42

3.76

▶実質総生産の成長率 （2014年度の伸び率） 単位：％

宮城県

広島県

兵庫県

山口県

京都府

沖縄県

福島県

岩手県

長野県

島根県

徳島県

岐阜県

佐賀県

富山県

大阪府

山梨県

群馬県

大分県

茨城県

高知県

宮崎県

愛知県

福岡県

鹿児島県

千葉県

愛媛県

石川県

埼玉県

奈良県

滋賀県

東京都

香川県

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾















































2.52

2.48

2.02

1.82

1.56

1.55

1.13

1.02

1.02

0.98

0.77

0.60

0.57

0.53

0.52

0.46

0.42

0.40

0.39

0.22

0.21

-0.02

-0.17

-0.34

-0.40

-0.45

-0.58

-0.59

-0.59

-0.63

-0.65

-0.66

※内閣府資料をもとに作成

















北海道

青森県

鳥取県

熊本県

三重県

神奈川県

山形県

新潟県

-0.79

-0.84

-0.93

-0.97

-1.00

-1.39

-1.49

-1.54















秋田県

岡山県

和歌山県

福井県

栃木県

長崎県

静岡県

-1.62

-1.70

-2.15

-2.35

-2.39

-2.88

-3.00

▶名目総生産の成長率 （2014年度の伸び率） 単位：％

宮城県

広島県

沖縄県

山口県

兵庫県

京都府

福島県

島根県

群馬県

岩手県

長野県

徳島県

岐阜県

大阪府

高知県

富山県

大分県

佐賀県

茨城県

愛知県

山梨県

宮崎県

福岡県

千葉県

鹿児島県

北海道

愛媛県

東京都

石川県

香川県

青森県

奈良県

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾















































4.11

4.10

3.54

3.41

3.30

3.02

2.85

2.73

2.60

2.48

2.37

2.16

2.03

1.95

1.90

1.86

1.85

1.85

1.70

1.69

1.60

1.53

1.47

1.30

1.11

1.07

1.07

0.93

0.79

0.75

0.70

0.65

※内閣府資料をもとに作成

















埼玉県

熊本県

鳥取県

新潟県

栃木県

滋賀県

三重県

秋田県

0.52

0.48

0.45

0.18

0.11

0.11

0.01

-0.04















神奈川県

和歌山県

岡山県

山形県

福井県

静岡県

長崎県

-0.04

-0.28

-0.35

-0.62

-1.07

-1.24

-1.30

宮城が復興需要で成長持続  広島、兵庫も上昇
宮城県は、東日本大震災からの復興需要などを背景に、総生産成長
率は実質・名目ともに３年連続プラスを維持し、建設業や製造業が寄
与した。広島県も実質・名目ともに総生産は成長を維持。輸送用機械
や鉄鋼の生産が好調だったうえ、民間の設備投資などが伸びに寄与
した。兵庫県は、第1次産業は前年に比べ減少したが、第２・３次産業
がそれぞれ増加し、総生産が３年連続のプラス成長を維持、県民所得
も3年連続で増加した。

消費増税の反動で、静岡の製造業が減少
静岡県は、消費税増税後の反動で製造業が全体として減少。サービス
業は名目総生産こそ増加したが、実質総生産はマイナス。卸売・小売
業も振るわず、県内総生産は名目・実質ともに減少した。長崎県は、政
府サービス生産や不動産業が増えた一方、製造業が減少、2年ぶりに
マイナス成長となった。県民雇用者の報酬が増加し企業所得が減った
ほか、民間の最終消費支出も減少。栃木県は、実質総生産が２年ぶり
のマイナス。建設業は増加したが、農業などが減少した。

単位：百万円

単位：円

東京都

大阪府

愛知県

神奈川県

埼玉県

千葉県

兵庫県

北海道

福岡県

静岡県

茨城県

広島県

京都府

宮城県

新潟県

三重県

長野県

栃木県

群馬県

福島県

岡山県

岐阜県

滋賀県

山口県

熊本県

鹿児島県

愛媛県

石川県

岩手県

富山県

大分県

青森県

長崎県

山形県

沖縄県

香川県

宮崎県

奈良県

和歌山県

秋田県

山梨県

福井県

徳島県

佐賀県

島根県

高知県

鳥取県

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾













































































99,344,092 

39,461,732 

37,777,919 

32,022,460 

22,213,875 

21,332,102 

21,053,420 

19,155,372 

18,627,317 

16,729,982 

12,357,883 

11,898,420 

10,533,717 

9,426,798 

9,083,911 

9,025,786 

8,842,699 

8,827,694 

8,415,457 

8,038,305 

7,935,086 

7,649,201 

6,474,394 

6,430,837 

5,959,185 

5,618,623 

5,094,292 

4,950,016 

4,902,490 

4,698,387 

4,628,898 

4,575,020 

4,525,788 

4,274,129 

4,174,854 

3,914,846 

3,851,394 

3,783,339 

3,725,059 

3,664,598 

3,480,932 

3,367,214 

3,180,312 

2,939,621 

2,542,392 

2,420,780 

1,964,100 

東京都

愛知県

三重県

滋賀県

山口県

静岡県

大阪府

栃木県

富山県

石川県

福井県

群馬県

茨城県

広島県

長野県

徳島県

福島県

山梨県

岡山県

宮城県

京都府

香川県

大分県

新潟県

和歌山県

岩手県

兵庫県

山形県

岐阜県

福岡県

愛媛県

島根県

北海道

秋田県

神奈川県

佐賀県

青森県

宮崎県

千葉県

鳥取県

鹿児島県

熊本県

高知県

長崎県

埼玉県

沖縄県

奈良県

❶

❷

❸

❹

❺
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7,419,427 

5,067,222 

4,944,615 

4,573,879 

4,566,778 

4,515,086 

4,466,258 

4,458,258 

4,391,853 

4,283,058 

4,264,434 

4,258,772 

4,234,022 

4,199,462 

4,192,009 

4,163,453 

4,153,184 

4,137,937 

4,123,950 

4,049,834 

4,036,382 

3,990,335 

3,952,739 

3,927,374 

3,835,660 

3,816,872 

3,799,520 

3,779,993 

3,747,391 

3,658,796 

3,650,558 

3,650,156 

3,547,212 

3,533,907 

3,520,491 

3,520,336 

3,463,083 

3,456,927 

3,442,206 

3,422,135 

3,368,822 

3,321,562 

3,281,359 

3,264,257 

3,068,667 

2,938,248 

2,749,953 

アナライズ

単位：％ 単位：％
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進む“脱炭素化”
世界の潮流に乗り遅れるな！
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企業家のための地域経済誌

［コアラネット］

OPINION
「事業性融資で企業再生を。ついに地方創生の時が来た」

自由民主党 寺田稔 衆議院議員

「地方創生、それは地域金融機関と地域の対話から始まる」

瓜生・糸賀法律事務所 長野聡 弁護士
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